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※2020年12月24日現在のダイヤです。
新型コロナウイルスの影響に伴い、ダイヤを
お断り無しに変更する場合があります。

行き先も、搭乗日も、後から変更できる
キャンペーンを実施中。詳しい条件は
ANAホームページをご確認ください。

なら搭乗日の355日前
から予約可能！

あんしん変更キャンペーン
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1月8,10,12～15日運休

386　11:25 ～ 12:45

1088 14:35 ～ 15:55

1月8,10,12～15日運休
1087 12:30 ～ 13:55

388　17:20 ～ 18:45
390　20:55 ～ 22:15

381

385　15:10 ～ 16:35

383　  9:15 ～ 10:40

387　18:25 ～ 19:50
389　運休 20:00 ～ 21:25

 運休 7:20～ 8:40
 運休 9:10～ 10:25

 運休 6:55 ～ 8:20

2021年1月6日～2021年1月31日
羽田米子 米子羽田
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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年

は
、
私
の
年
頭
あ
い
さ
つ
の

タ
イ
ト
ル
を
「
夢
が
現
実
と

な
り 

新
た
な
段
階
へ
」
と

し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
期
待

通
り
の
年
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
境
港
市

は
全
国
屈
指
の
漁
港
を
始
め
、

国
際
港
湾
や
国
際
空
港
を
併

せ
持
つ
な
ど
、
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
す
る
地
域
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
本
年
は
来
る
べ

き
時
に
実
力
を
い
か
ん
な
く

発
揮
で
き
る
よ
う
、
足
元
を

し
っ
か
り
と
固
め
る
年
に
な

新年を
迎えて

来
る
べ
き
時
へ 

足
固
め
の
年
に

境
港
商
工
会
議
所

　会
頭

堀

　田

　
　收

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
４
月
、
竹
内
南
地
区

に
「
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
が
完
成
し
、
国
内
外
の

大
型
船
舶
の
受
け
入
れ
環
境

が
整
い
ま
し
た
が
、
ク
イ
ー

ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
を
始
め

と
す
る
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄

港
は
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
、
残

念
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
拡
張

し
た
米
子
鬼
太
郎
空
港
で
は
、

国
際
路
線
の
運
休
状
態
が
続

き
、
国
内
路
線
も
減
便
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
水
産
業
は
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
高
度
衛
生
管
理
型
漁
港
・

市
場
整
備
事
業
」
が
着
々
と

進
展
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
昨
年
の
年
間
漁
獲
量

は
一
昨
年
を
上
回
っ
た
も
の

の
、
漁
獲
金
額
は
低
調
な
ま

ま
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　
境
港
市
の
観
光
拠
点
と
な

っ
て
い
る
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の

新
た
な
仕
掛
け
に
よ
っ
て
、

一
昨
年
は
年
間
入
り
込
み
客

数
が
３
０
０
万
人
を
突
破
し

ま
し
た
が
、
昨
年
は
大
幅
な

減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍

が
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
覆
っ
て

い
ま
す
が
、
中
・
長
期
的
に

は
、
当
市
の
持
つ
地
域
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
け

ば
、
復
調
を
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。広

域
連
携
を

一
層
推
進

　
私
は
、
商
工
会
議
所
会
頭

と
い
う
立
場
で
一
昨
年
ま
で

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
ブ
ロ

ッ
ク
経
済
協
議
会
と
特
定
第

三
種
漁
港
都
市
等
・
全
国
主

　
新
た
な
年
が
明
け
た
。
本

来
な
ら
年
賀
を
冒
頭
に
述
べ

る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が
、
今

年
は
そ
う
い
う
気
分
に
な
ら

な
い
の
は
私
だ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

　
新
年
会
は
軒
並
み
中
止
。

帰
省
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に

配
慮
し
取
り
や
め
た
方
が
多

い
と
聞
く
。
境
港
市
の
経
済

や
観
光
も
大
き
な
打
撃
を
受

け
た
。
皆
様
の
臥が

薪し
ん

嘗し
ょ
う
た
ん胆
に

頭
を
下
げ
、
同
時
に
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
。

　
昨
年
６
月
に
境
港
市
観
光

協
会
会
長
に
就
任
。
そ
の
時
、

私
は
テ
レ
ビ
制
作
や
取
材
の

経
験
か
ら
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い

は
長
期
に
及
ぶ
と
感
じ
て
い

た
。
百
年
前
に
世
界
的
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
ス
ペ

イ
ン
風
邪
や
、
２
０
０
９
年

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

詳
し
く
見
た
。

　
コ
ロ
ナ
同
様
に
拡
大
の
波

が
何
度
か
押
し
寄
せ
、
自
粛

と
緩
和
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
は
、
感
染
拡
大
の
波

と
波
の
間
に
有
る
、
緩
和
期

間
の
経
済
的
チ
ャ
ン
ス
を
逃

さ
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

今
し
か
出
来
な
い
「
備
え
」

や
「
点
検
」
を
行
う
こ
と
だ

と
も
考
え
る
。

愉
快
で
正
し
い

情
報
が
大
切

　
先
進
的
コ
ロ
ナ
対
策
で
称

賛
さ
れ
る
台
湾
の
デ
ジ
タ
ル

担
当
相
オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ー

ン
氏
は
「
い
く
つ
か
の
国
は

国
民
を
信
頼
で
き
ず
都
市
封

鎖
な
ど
、
高
圧
的
手
法
を
と

っ
た
。
す
る
と
誤
っ
た
情
報

が
飛
び
交
い
、
国
民
も
政
府

を
信
じ
な
く
な
る
。
批
判
の

高
ま
り
に
政
府
は
ま
す
ま
す
、

国
民
を
疑
い
、
酷
い
状
況
に

な
っ
た
」
と
分
析
。

　
台
湾
は
真
逆
だ
っ
た
。
可

愛
い
柴
犬
マ
ス
コ
ッ
ト
を
使

い
、
国
民
が
マ
ス
ク
を
ち
ゃ

ん
と
手
に
入
れ
ら
れ
る
正
確

で
有
益
な
情
報
を
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
伝
え
た
。
あ
わ

せ
て
氏
は
「
愉
快
で
正
確
な

情
報
は
、
脅
し
や
怒
り
の
噂

よ
り
速
く
伝
わ
る
。
信
頼
の

無
い
情
報
は
、
自
然
に
興
味

を
失
う
」(

P
H
P 

V
o
i
c
e 

１
月
号)

と
成
功
の
ポ
イ
ン

ト
を
強
調
す
る
。

　
リ
モ
ー
ト
の
普
及
に
よ
っ

て
距
離
は
意
味
を
失
い
つ
つ

要
水
産
都
市
商
工
会
議
所
連

絡
協
議
会
の
会
長
を
務
め
、

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
に
職

責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
境
港こ

う

流
通
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
協
議
会
の
会

長
を
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

　
各
協
議
会
の
会
長
を
拝
命

し
ま
し
た
の
は
、
境
港
市
が

多
く
の
産
業
基
盤
や
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
理
由
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
広
域
連
携
の
中

で
境
港
市
が
使
命
を
果
た
す

こ
と
は
、
当
市
の
発
展
に
も

必
ず
や
反
映
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
一
昨
年
の
役
員
・
議
員
改

選
で
新
体
制
と
な
っ
た
当
商

工
会
議
所
は
、
地
域
総
合
経

済
団
体
と
し
て
の
役
割
を
再

認
識
し
つ
つ
、
地
域
活
性
化

や
政
策
提
言
な
ど
の
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
市
長
が
誕
生

し
た
境
港
市
と
の
連
携
を
よ

り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
ま

す
。

　
昨
年
は
、
市
内
企
業
の
皆

様
の
要
望
に
き
め
細
か
く
応

え
る
た
め
、
以
前
に
も
増
し

て
日
常
業
務
の
充
実
を
図
っ

あ
る
。
同
時
に
コ
ロ
ナ
が
去

っ
た
ら
、
リ
ア
ル
に
旅
を
し

た
い
と
い
う
希
望
も
高
ま
る
。

　
昨
年
、
境
港
市
の
観
光
牽

引
車「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」

の
累
計
入
り
込
み
客
数
が
４

千
万
人
を
突
破
し
た
。
日
本

の
国
内
旅
行
の
市
場
規
模
は

27
・
９
兆
円
。
そ
の
う
ち
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
は
17
㌫
で

年
間
４
・
８
兆
円
だ
っ
た
。

ち
な
み
に
日
本
人
の
海
外
旅

行
で
の
消
費
は
３
兆
円
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
消
え
て

も
国
内
旅
行
の
需
要
は
十
分

に
大
き
い
。
こ
れ
も「
点
検
」

の
一
つ
。
人
材
は
消
え
た
ら

二
度
と
戻
ら
な
い
。
今
こ
そ
、

人
材
を
育
成
し
、
地
域
の
魅

力
の
再
深
堀
り
を
行
い
発
信

す
る
好
機
。「
ピ
ン
チ
は
チ

ャ
ン
ス
」
な
の
だ
。

　
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
考

え
、
議
論
し
備
え
る
。
コ
ロ

ナ
禍
の
向
こ
う
に
は
次
の
ス

テ
ー
ジ
が
待
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
乗
り

越
え
た
後
、
世
界
が
ど
う
な

っ
た
か
歴
史
を
見
れ
ば
明
ら

か
だ
。

て
き
ま
し
た
。
こ
の
態
勢
は

本
年
も
変
わ
ら
ず
に
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　
当
分
の
間
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
向
き

合
い
な
が
ら
行
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
人
類
の
英
知
と
連

帯
で
コ
ロ
ナ
禍
は
き
っ
と
克

服
で
き
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　
境
港
市
の
に
ぎ
わ
い
が
復

活
し
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て

穏
や
か
な
年
に
な
る
こ
と
を

祈
念
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年頭所感

境港市観光協会　会長 結 城  豊 弘

「ピンチはチャンス」を心に
コロナ禍を乗り越える

(読売テレビ 報道局兼制作局チーフプロデューサー)
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
た

は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
商
業
部
会
の
構
成
は
、
第

１
分
科
会︵
繊
維
、
衣
料
、
そ

の
他
関
連
小
売
業
）、
第
２
分

科
会︵
飲
食
料
品
小
売
業
）、
第

３
分
科
会︵
そ
の
他
の
小
売
業
）、

第
４
分
科
会︵
卸
売
業
）に
分
か

れ
、
２
３
５
の
会
員
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
多
く
の
皆
さ
ん

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
の
年

頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
本
来
な
ら
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
大
変
輝
か
し

い
年
に
な
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
近
年
ま
れ
な
全
国

的
に
厳
し
い
一
年
に
な
り
ま
し

た
。

　
工
業
部
会
は
、
第
１
分
科
会

(

鉄
工
業
、
造
船
業
、
機
械
器

具
製
造
・
修
理
業
、
自
動
車
整

備
業
）、
第
２
分
科
会(

木
材
・

木
製
品
製
造
業
、
建
設
資
材
製

造
業
）、
第
３
分
科
会(

食
料
品

製
造
業
）、
第
４
分
科
会(

そ
の

他
の
製
造
業)

で
構
成
さ
れ
て

２
０
２
１
年
に
思
う

境
港
商
工
会
議
所
の
部
会
長
・
女
性
会
長
ら
の
年
頭
所
感
を
掲
載
し
ま
す（
順
不
同
）。

水

産

業

部

会

部
会
長
　
石
　
橋
　
　
　
久

︵
境
港
魚
市
場
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）

工

業

部

会

部
会
長
　
岡
　
空
　
晴
　
夫

︵
千
代
む
す
び
酒
造
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

商

業

部

会

部
会
長
　
門
　
永
　
康
一
郎

︵
㈱
昭
和
船
具
店
代
表
取
締
役
）

が
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
地
域
的
な
感
染
者
数
は

い
ま
す
。

　
毎
年
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大

山
圏
域
も
の
づ
く
り
連
携
事
業

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
・

展
示
会
は
、
境
港
市
、
米
子
市
、

安
来
市
、
松
江
市
、
出
雲
市
の

行
政
、
商
工
団
体
で
組
織
し
た

実
行
委
員
会
を
各
市
持
ち
回
わ

り
で
主
催
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
境
港
が
当
番
で
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
一
時

は
中
止
の
方
向
で
検
討
い
た
し

ま
し
た
が
、
何
と
か
な
ら
な
い

か
と
模
索
し
、
工
夫
し
た
結
果

と
し
て
、
昨
年
の
12
月
３
日
・

４
日
に
初
の
試
み
と
な
る
オ
ン

ラ
イ
ン
商
談
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
最
終
的
に
は
、
エ
ン
ト
リ
ー

少
な
い
の
で
す
が
、
広
域
な
経

済
環
境
を
考
え
る
と
大
き
な
影

響
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
多
く

の
問
題
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で

チ
ャ
ン
ス
が
来
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　
本
年
は
、
商
業
部
会
の
視
察

数
は
２
４
１
社
で
、
圏
域
内
の

エ
ン
ト
リ
ー
数
は
、
当
番(

担

当)

で
あ
る
境
港
市
は
増
加
し

ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
い
う
こ
と
で
、
一
昨
年
よ
り

１
４
４
社
の
減
少
に
な
り
ま
し

た
。

　
発
注
企
業
は
事
前
目
標
の
50

社
よ
り
11
社
増
と
な
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
招
致
活
動

が
行
え
な
か
っ
た
こ
と
も
考
慮

す
れ
ば
、
有
意
義
な
オ
ン
ラ
イ

ン
商
談
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
10
月
下
旬
に
、
コ
ロ

ナ
感
染
が
収
束
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
、
従
来
通
り
の
対
面
式

の
商
談
会
を
境
港
市
の
「
Ｓ
Ａ

Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
」
で

行
う
予
定
で
す
。

　
こ
の
圏
域
は
、
70
万
人
近
く

が
集
積
し
、
日
本
海
側
で
は
、

一
番
の
大
き
な
経
済
圏
で
す
。

境
港
市
の
特
色
を
活
か
し
、
食

品
を
中
心
に
日
本
全
国
か
ら
多

く
の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
き
、
商
談

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
世
界
的
に

大
流
行
し
、
国
内
で
も
４
月
に

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る

な
ど
、
観
光
、
宿
泊
、
飲
食
業

を
中
心
と
す
る
経
済
活
動
な
ど

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、

医
療
機
関
な
ど
も
ひ
っ
迫
す
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
に
は
災
害
級
の

大
雨
な
ど
、
多
く
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
気
候
変
動
に
よ
り
、
海
流
が

変
化
し
て
特
定
の
地
域
で
魚
が

獲
れ
な
く
な
っ
た
り
、
台
風
な

ど
が
多
く
発
生
し
た
り
、
異
常

気
象
が
増
加
す
る
な
ど
、
境
港

の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
を

取
り
巻
く
環
境
も
大
変
厳
し
く

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
現
在

整
備
中
の
２
号
上
屋
の
地
盤
改

良
、
耐
震
補
強
工
事
も
終
わ
り
、

建
築
工
事
に
移
行
し
て
２
０
２

２︵
令
和
４
）年
６
月
に
完
成
し
、

高
度
衛
生
管
理
型
市
場
の
主
要

施
設
が
整
う
予
定
で
す
。

　
境
漁
港
の
昨
年
の
水
揚
げ
量

は
、
３
月
か
ら
５
月
の
間
に
マ

イ
ワ
シ
の
豊
漁
も
あ
り
増
加
し

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
る
魚
価
安
も

あ
り
、
水
揚
げ
金
額
は
減
少
し

ま
し
た
。

　
本
年
も
県
内
外
船
の
入
港
増

を
期
待
し
、
水
揚
げ
増
加
を
願

っ
て
い
ま
す
。
我
々
、
水
産
業

界
と
し
ま
し
て
も
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
地
域
の
発
展
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
一
年
、
会
員
の
皆
様
、

ま
た
各
企
業
に
と
り
ま
し
て
も
、

よ
り
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

祈
念
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
、
展
示
会
を
開
催
し
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
会
員
企
業
の
エ
ン
ト
リ
ー
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
感
染
の

状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
県
内

商
工
会
議
所
工
業
部
会
と
の
交

流
事
業
、
全
国
の
展
示
商
談
会
、

異
業
種
交
流
会
の
参
加
、
講
演

会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
視
察
研
修
会

な
ど
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　「
人
、
天
に
順
し
た
が
え
ば
、
天
ま

た
人
に
和
す
」
の
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
に
、
人
が
穏
や
か
で
素
直
な

心
で
順
応
す
れ
ば
、
天
も
優
し

く
和
ら
い
で
、
コ
ロ
ナ
も
終
息

に
向
か
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
一
年
延
期
に
な
っ

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。
日
本
、
世
界
の
経
済

は
元
よ
り
、
山
陰
の
経
済
、
境

港
市
の
経
済
の
Ⅴ
字
回
復
を
皆

様
の
力
で
成
し
遂
げ
ま
し
ょ
う
。

研
修
、
講
習
会
な
ど
、
状
況
を

見
な
が
ら
積
極
的
に
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

運
輸
通
信
業
部
会

部
会
長
　
屬
　
　
　
敏
　
宏

︵
境
港
海
陸
運
送
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

ら
れ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
世
界
経
済
は
、

グ
レ
ー
ト
・
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン︵
大

封
鎖
）と
表
現
す
る
ほ
ど
の
経

済
危
機
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る

経
済
危
機「
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
」

で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
制
限
が
本
質
で
あ
り
ま
す
が
、

人
同
士
が
接
点
を
持
つ
対
面
サ

ー
ビ
ス
の
需
要
が
急
減
し
、
観

光
や
宿
泊
、
航
空
な
ど
で
は
需

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
会
員
の
皆
様
、

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
つ
つ
が
な
く
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
年
明
け
か
ら
世
界

的
に
大
き
な
脅
威
を
も
た
ら
し
、

蔓
延
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症︵
以
下
「
新
型
コ
ロ

ナ
」）拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
世

界
経
済
が
急
速
に
悪
化
す
る
な

ど
、
各
国
で
の
感
染
抑
制
を
目

的
と
し
た
渡
航
制
限
や
外
出
制

限
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
な
か
、

前
例
の
無
い
規
模
に
よ
る
人
や

物
の
流
れ
に
大
き
な
変
化
が
見

要
が
大
規
模
に
縮
小
し
て
お
り
、

働
き
方
や
生
活
環
境
も
様
変
わ

り
し
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、

境
港
に
お
い
て
も
い
ま
だ
大
き

な
影
響
が
出
て
い
る
状
況
下
に

あ
り
ま
す
。

　
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
で
も
あ
る

物
流
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
も
展
開
さ
れ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
支
え
る
重
要
な
機

能
で
あ
り
、
需
要
と
供
給
の
両

面
に
お
け
る
事
業
の
見
直
し
や

再
構
築
の
必
要
性
が
さ
ら
に
高

ま
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
当
運
輸
通
信
業
部
会
の
役
割

の
大
切
さ
、
人
的
援
助
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ︵
事
業
継
続
計
画
）に
か
か
わ

る
責
任
の
重
大
さ
を
改
め
て

認
識
し
、
道
路(

高
速
含
む
）、

空
港
・
港
の
イ
ン
フ
ラ
、
通
信
・

情
報
伝
達
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
強
化

が
我
々
の
住
む
「
境
港
」
を
よ

り
安
全
と
安
心
に
す
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　

　
昨
年
は
、
境
港
で
も
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
大
き
な
岐

路
と
な
り
、
吉
祥
航
空
の
上
海

―
米
子
便
お
よ
び
香
港
航
空
の

香
港
―
米
子
便
も
あ
わ
せ
て
運

航
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
昨
年
４
月
、
竹
内

団
地
に
竣
工
し
た
「
境
夢
み
な

と
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｓ
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鳥
取
県
内
の
特
定
の
業
種
に

適
用
さ
れ
る
特
定(

産
業
別)

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
、
１
時

間
が
８
０
９
円
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
12
月
30
日
か
ら
発
効
し
て

い
ま
す
。
適
用
さ
れ
る
の
は
、

鳥
取
県
内
で
電
子
部
品
・
デ
バ

イ
ス
・
電
子
回
路
や
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製

造
業
を
営
む
使
用
者
及
び
使
用

さ
れ
る
労
働
者
で
す
。

　
一
方
、
鳥
取
県
最
低
賃
金
は

昨
年
10
月
２
日
か
ら
７
９
２
円

に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
低
賃
金
に
は
▽
精
皆
勤
手

当
▽
通
勤
手
当
▽
家
族
手
当
▽

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
▽
１

カ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
▽
時
間
外
労
働

お
よ
び
休
日
労
働
の
割
増
賃
金

▽
深
夜
労
働
の
割
増
賃
金
―
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局
賃

金
室(

☎
０
８
５
７
―
29
―
１

７
０
５)

ま
た
は
米
子
労
働
基

準
監
督
署(

☎
34
―
2
２
３
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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産業別最低賃金

12月30日から発効

1時間が809円に

ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
の
運
休
も

あ
り
、
未
だ
客
船
の
入
港
も
な

い
ま
ま
本
格
稼
動
が
で
き
て
い

な
い
状
況
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

な
ど
に
よ
る
飛
躍
を
期
待
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観
光

客
の
激
減
に
よ
り
様
々
な
影
響

が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
部
会
と
し
ま
し
て
も
、
境

港
市
お
よ
び
中
海
圏
域
の
さ
ら

な
る
活
性
化
と
飛
躍
化
に
向
け
、

よ
り
関
わ
り
を
強
く
持
ち
、
ウ

イ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
時
代
の
変
化
に
よ
る
柔
軟
な

対
応
を
す
べ
く
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
本
年
も
引
き
続

き
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
境
港
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と

会
員
の
皆
様
、
市
民
の
皆
様
、

関
係
者
、
ご
家
族
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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観
光
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

部
会
長
　
岩
　
木
　
佑
　
二

（
㈲
末
広
ド
ラ
イ
代
表
取
締
役
会
長
）

境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

会
長
　
木
　
村
　
真 

理 

子

（
㈱
き
さ
ら
ぎ 

常
務
取
締
役
）

金
融
保
険
業
部
会

部
会
長
　
長
　
石
　
　
　
徹

（
㈱
山
陰
合
同
銀
行
境
港
支
店
支
店
長
）

庶

業

部

会

部
会
長
　
小
　
板
　
　
　
裕

（
サ
ン
ス
イ
土
地
建
物
㈱
会
長
）

悪
影
響
を
受
け
な
い
事
業
所
は

皆
無
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。

　
政
府
も
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

や
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
の
救
済
策

を
考
案
し
、
か
な
り
の
効
果
が

見
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の

運
用
に
つ
い
て
は
再
拡
大
を
懸

念
す
る
声
も
あ
り
、
慎
重
に
検

討
す
べ
き
で
す
。

　
今
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
誕

生
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
果
た
し
て
こ
と
し
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
間
に
合
う
か

ど
う
か
、
ま
た
、
外
国
か
ら
の

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
中
は
庶
業
部

会
の
活
動
に
何
か
と
ご
協
力
賜

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
春
か
ら
年
末
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
１
年
中
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
話
題
で
職
場
も
家

庭
も
占
め
ら
れ
ま
し
た
。
人
の

移
動
や
集
合
を
制
限
せ
ざ
る
を

得
な
い
こ
の
時
世
で
は
旅
行
、

観
光
関
連
会
社
、
ホ
テ
ル
、
飲

食
業
の
み
な
ら
ず
、
世
界
中
の

あ
ら
ゆ
る
産
業
・
企
業
で
こ
の

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
境
港
商
工
会

議
所
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
我
が
国
経
済
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
何
と
い
っ

て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
翻
弄
さ
れ
た
一

年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

は
、
政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
が
発
せ
ら
れ
、
経
済
活
動
の

制
限
に
と
も
な
う
国
内
経
済
全

般
へ
の
影
響
か
ら
、
景
気
も
大

き
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　
国
内
経
済
成
長
率
も
４
―
６

月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、

前
期
比
マ
イ
ナ
ス
８
・
２
㌫
と

戦
後
最
大
の
落
込
み
と
な
り

ま
し
た
。
７
―
９
月
期（
１
次

速
報
値
）は
、
そ
の
反
動
か
ら

同
プ
ラ
ス
５
㌫
と
持
ち
直
し
た

も
の
の
、
以
前
の
水
準
を
取
り

戻
す
に
は
至
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
か
ら
脱
す
る
に
は
な
お
、

時
間
を
要
す
る
状
況
で
す
。

　
一
方
、
足
元
の
山
陰
経
済
に

つ
い
て
は
、
投
資
活
動
は
弱
含

ん
で
い
る
も
の
の
、
生
産
活
動

や
個
人
消
費
に
持
ち
直
し
の
動

き
が
み
ら
れ
、
全
体
と
し
て
も

持
ち
直
し
方
向
に
あ
り
ま
す
。

特
に
観
光
面
な
ど
で
は
、
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
効

果
か
ら
、
宿
泊
業
や
飲
食
業
、

主
要
観
光
地
に
も
客
足
が
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
境
港
市
で
は
、

観
光
面
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
自
粛
の
動
き
を
背
景
に

「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」
へ
の

入
り
込
み
客
数
の
落
ち
込
み
や

米
子
―
ソ
ウ
ル
便
の
運
航
休
止

な
ど
で
人
の
往
来
が
大
幅
に
減

少
す
る
な
ど
、
厳
し
い
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
３
月
に
は

白
砂
青
松
の「
弓
ヶ
浜
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
」
が
全
線
開
通

し
た
ほ
か
、
４
月
に
は
竹
内
南

地
区
の「
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ

ナ
ル
」
の
供
用
開
始
、
境
港
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
、
建

設
中
）が
２
０
２
２
年
に
完
成

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
観
光
や
交
流
の
拠
点
・

機
能
の
基
盤
拡
充
は
、
着
実
に

進
展
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
動
向
な

ど
を
注
視
し
つ
つ
、
一
日
も
早

い
収
束
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
済
活
動
が
復
調
し
、
景
気

の
堅
調
な
回
復
軌
道
を
取
り
戻

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

選
手
・
観
客
を
ど
の
よ
う
に
受

け
入
れ
る
の
か
、
各
競
技
の
入

場
者
規
模
は
ど
う
す
る
の
か
な

ど
、
本
当
に
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
不
動
産
を
取
り
巻
く
環
境
は

御
多
分
に
漏
れ
ず
、
売
買
市
場

も
賃
貸
借
市
場
も
全
般
的
に
や

や
元
気
が
な
い
状
況
で
す
。

　
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
が
、
一
日
も
早
く

収
ま
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
お

れ
ま
せ
ん
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
栄
え
あ

る
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
地
球
レ
ベ
ル
で
の
コ

ロ
ナ
禍
一
色
の
年
で
、
温
暖
化

に
よ
る
豪
雨
な
ど
を
含
め
、
明

る
い
話
題
の
少
な
い
年
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
日
本
と
関
係
深
い

欧
米
な
ど
の
感
染
者
数
の
多
さ

か
ら
、
国
内
だ
け
で
解
決
す
る

問
題
で
は
な
く
、
終
息
に
は
時

間
が
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

そ
れ
だ
け
に
地
域
経
済
社
会
へ

の
影
響
が
長
引
く
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　
特
に
境
港
は
、
長
年
の
念
願

で
あ
っ
た
大
型
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
完
成
、
米
子
鬼
太
郎
空
港

の
国
際
化
充
実
に
向
け
た
改
修

な
ど
に
よ
り
、
国
内
外
か
ら
の

人
と
物
の
流
れ
が
加
速
し
、
豊

か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
市
と
し
て

対
外
発
信
が
期
待
さ
れ
、
そ
の

実
現
に
地
元
経
済
界
と
市
民
の

心
が
一
つ
に
な
っ
た
矢
先
で
あ

っ
た
だ
け
に
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。

　
か
つ
て
経
験
の
な
い
災
害
を

伴
う
温
暖
化
に
、
こ
の
度
の
コ

ロ
ナ
禍
な
ど
、
い
ず
れ
も
人
間

が
豊
か
さ
を
求
め
続
け
た
所
業

に
一
因
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
災

厄
解
決
に
は
経
済
問
題
が
絡
む

だ
け
に
厄
介
で
す
。
万
物
の
霊

長
た
る
人
間
は
反
省
を
含
め
、

こ
れ
を
克
服
せ
ね
ば
な
ら
な
い

責
任
と
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
り
、

輝
け
る
未
来
を
約
束
す
る
海
・

陸
・
空
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有

す
る
当
市
は
、
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魅

力
あ
る
新
境
港
の
創
出
が
可
能

と
な
り
、
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り

ま
す
。

　
１
年
遅
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
本
年
こ
そ
、
確

た
る
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
よ
り

コ
ロ
ナ
禍
が
払
拭
さ
れ
、
御
健

勝
で
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
ど
も
金
融
保
険
業
部
会
と

い
た
し
て
も
、
こ
の
活
性
化
に

向
け
た
地
域
振
興
に
対
し
て
関

わ
り
を
強
く
持
ち
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
尽
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　

本
年
も
旧
倍
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
日
頃
か

ら
商
工
会
議
所
女
性
会
の
事
業

活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理

解･

ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
昨

年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
世
界
的
流
行
で
未
曾

有
の
危
機
に
直
面
し
、
休
業
や

営
業
自
粛
な
ど
、
経
済
活
動
は

深
刻
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
不
要
不
急
の
外
出
を

控
え
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
中
止

に
な
る
な
ど
、
市
民
生
活
に
も

様
々
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
女
性
会
も
、
毎
年
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国
大

会
・
総
会
の
場
で
、
全
国
の
女

性
会
会
員
の
絆
を
深
め
な
が
ら

力
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は

密
を
避
け
る
た
め
、
初
め
て
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
総
会
を
試

み
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
女
性
会

設
立
以
来
の
こ
と
で
し
た
が
、

10
月
に
開
催
さ
れ
た
倉
敷
総
会

に
は
、
全
国
３
３
６
の
商
工
会

議
所
女
性
会
か
ら
４
３
０
０
人

も
の
会
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
倉
敷

空
中
散
歩
や
オ
ン
ラ
イ
ン
物
産

展
な
ど
も
あ
り
、倉
敷
の
歴
史
・

文
化
・
食
な
ど
の
魅
力
が
十
分

に
伝
わ
り
、
女
性
が
持
つ
柔
軟

か
つ
自
由
な
発
想
と
実
行
力
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
高
め
ら

れ
た
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
女

性
会
は
今
回
で
８
回
目
を
迎
え

る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
か
げ
様
で
予
想
を
は
る

か
に
上
回
る
１
０
０
人
を
超
え

る
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
当
大

会
が
皆
様
に
周
知
さ
れ
つ
つ
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
残
念
な
が
ら
、
参
加

者
の
交
流
の
場
と
し
て
毎
年
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
表
彰
式

は
控
え
て
の
開
催
で
し
た
が
、

当
会
会
員
は
も
と
よ
り
商
工
会

議
所
会
員
事
業
所
様
か
ら
、
例

年
以
上
に
多
大
な
ご
協
賛
を
頂

戴
し
、
参
加
し
た
皆
様
に
も
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
大
変
充
実
し

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
参
加
の
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

募
金
は
今
後
、
社
会
貢
献
活
動

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
早
く
収
束
し
、

明
る
い
元
気
な
境
港
が
帰
っ
て

く
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
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•
•
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•
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境
港
商
工
会
議
所
は
「
特
許

等
無
料
相
談
会
」
を
毎
月
1
回

（
第
２
水
曜
日
）開
催
し
て
い
ま

す（
秘
密
厳
守
）。

　
同
相
談
会
1
月
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
１
月
13
日
㈬
　
午
後
１

時
～
５
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
相
談

室
（
境
港
市
上
道
町
）

相
談
員
　
知
財
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知

財
総
合
支
援
窓
口
か
ら
派
遣
）

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会
議

所
相
談
課(

☎
44
―
１
１
１

１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

建

設

業

部

会

部
会
長
　
足
　
立
　
收
　
平

（
㈱
平
設
計
代
表
取
締
役
）

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

皆
様
も
生
活
、
経
済
活
動
の
全

般
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
昨
年
の
12
月
か
ら
イ
ギ

リ
ス
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

春
以
降
に
な
る
と
の
こ
と
で
ま

だ
ま
だ
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
建
設
業
部
会
は
第
１

分
科
会
が
建
設
業（
土
木
工
事
、

建
築
工
事
）、
第
２
分
科
会
が

土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
建
築

設
計
、
そ
の
他
建
設
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
と
い
っ
た
２
つ
の
分
科

会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
境
港
市
で
の
公
共
工
事
は
、

高
度
衛
生
化
の
漁
港
・
市
場
の

整
備（
陸
送
上
屋
、
１
号
上
屋

は
稼
働
中
）と
し
て
、
２
号
上

屋
が
来
年
の
完
成
を
目
指
し
て

工
事
中
で
す
。

　
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）も
基
礎
工
事
が
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
姿
を
表
し
ま
す
。
下

水
道
工
事
も
引
き
続
き
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
で

は
生
産
施
設
整
備
、
商
業
施
設
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
も
着
工
し

て
い
ま
す
。
　

　
昨
年
も
触
れ
ま
し
た
が
、
全

業
種
の
労
働
力
不
足
、
そ
し
て

熟
練
し
た
職
人
の
技
術
継
承

等
々
の
問
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
対
応
に
も
県
、
市
と
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

　
会
員
は
も
と
よ
り
、
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

特
許
等
無
料
相
談
会

1
月
は
13
日
に
開
催
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　写真は２００５年、家族で境港市を旅行した時のもので
す。手前に写っている長女(当時12歳)も今は愛知県で働い
ており、長男も来年３月には大学院を卒業する予定で、や
っと肩の荷が下りる時を迎えるところまで来ました。
　当時は、日本通運㈱下関支店で総務課長として働いて
おり、下関市から鳥取市に転勤した友人家族に会うため
の旅行でした。
　夢みなとタワーで友人と待ち合わせをして、水木しげる
ロードや桝田知身先輩が館長をしていた水木しげる記念館
などを観光しました。１９９５年に新築した境港海陸運送
の社屋も初めて見ました。当時はここで働くことになると
は夢にも思っていませんでした。
　その日は、鳥取市まで車で移動。夕方の渋滞もあり、
３時間以上かかり山陰の横移動の不便さを実感しました
が、いまは鳥取道もできて、随分改善されました。米子か
ら境港間にも早期に自動車専用道ができることを期待して
います。
　その後、２０１４年に境港海陸運送の常務取締役として
当市に赴任しました。その時も、元上司の歴代社長が砂
謙一さん、桝田知身さん、山本智通さん、清水龍彦さん
と４人もおられ、運命的なものを感じました。
　僅か一年間の勤務で離任となりましたが、60歳となって
再びこうしてお世話に
なるとは、本当に境港
にご縁を感じます。
　この先何年くらい在
任するのかはわかりま
せんが、お世話になっ
た先輩の皆さんや地域
の皆さんに少しでも恩
返しができるように、
サラリーマン生活の集
大成を当地で頑張って
行きたいと思う今日こ
の頃です。（談）

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 56

ご縁を感じる境港市
境港商工会議所 常議員  屬　敏宏氏

「正しく情報を把握し、積極的に発信して」と
呼びかける結城豊弘会長＝境港商工会議所

〝
コ
ロ
ナ
禍
後
の
展
開
〞テ
ー
マ
に

境
港
市
観
光
協
会 

結
城
会
長
が
講
演
優良従業員
表　彰　式

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
昨

年
11
月
23
日
・
勤
労
感
謝
の

日
に
優
良
従
業
員
表
彰
式
を

開
催
。
式
典
終
了
後
、
境
港

市
観
光
協
会
の
結
城
豊
弘
会

長
を
講
師
に
「
コ
ロ
ナ
禍

先
は
…
ど
う
な
る
日
本
・
地

方
の
強
み
を
知
り
危
機
を
乗

り
越
え
る
」
と
題
す
る
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
結
城
会
長
は
境
港
市
出
身

で
、
読
売
テ
レ
ビ
報
道
局
兼

制
作
局
の
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
で
す
。人
気
番
組「
そ

こ
ま
で
言
っ
て
委
員
会 

Ｎ

Ｐ
」
の
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
総
合
演
出
も
担
当
し

て
い
ま
す
。

　
講
演
で
結
城
会
長
は
ま
ず
、

コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て
「
感
染

症
で
亡
く
な
る
こ
と
も
痛
ま

し
い
が
、
誹
謗
中
傷
や
悪
口
、

デ
マ
が
原
因
で
死
ぬ
こ
と
も

あ
る
。
実
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ

ー
ス
は
す
ぐ
に
わ
か
る
。
そ

ん
な
こ
と
あ
る
の
か
な
と
思

う
よ
う
な
話
は
危
な
い
。
情

報
と
向
き
合
い
、
見
極
め
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
今
は
、
個
々
の
人

た
ち
の
感
性
が
違
い
、
働
き

方
も
ま
ち
ま
ち
に
な
っ
た
」

と
最
近
、
情
報
発
信
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
事
情
を
説
明

し
、「
小
さ
く
て
も
い
い
か

ら
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
。

毎
日
こ
ま
め
に
発
信
す
る
こ

と
が
成
功
の
秘
訣
だ
。
し
つ

こ
い
ぐ
ら
い
に
や
る
こ
と
」

と
提
案
。

　
続
い
て
「
境
港
は
、
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
や
カ
ニ
日
本

一
な
ど
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
所
。

街
の
強
み
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
心
に
留
め
て
お
い
て
ほ

水木ロードを歩く屬敏宏氏（中央）ら

し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
一
方
で
、「
鳥
取
県
民
は
、

奥
ゆ
か
し
い
。
私
は
鳥
取
ネ

タ
、
境
港
ネ
タ
を
い
ろ
ん
な

番
組
に
入
れ
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
し
な
い
人
が
多
い
」

と
指
摘
。

　
最
後
に
「
し
つ
こ
い
ぐ
ら

い
ま
め
に
、
ま
め
に
情
報
を

き
っ
ち
り
と
っ
て
コ
ロ
ナ
禍

を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
情
報
の
受
け
取
り
方
や
発

信
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
結
城
会
長
の
話

に
、
参
加
者
一
同
が
感
動
し

た
記
念
講
演
で
し
た
。

　
地
元
企
業
の
今
日
が
あ

る
の
は
、
こ
の
人
た
ち
の

力
が
あ
っ
た
か
ら
―
。

　
昨
年
11
月
23
日
に
境
港

商
工
会
議
所
は
、
第
60
回

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
行

い
、
28
事
業
所
53
人
の
皆
さ

ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。
同
表

彰
は
、
当
商
工
会
議
所
会
員

企
業
に
10
年
以
上
勤
務
し
、

事
業
主
か
ら
推
薦
を
受
け
た

従
業
員
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
受
賞
者
の
お
名
前
は
、
次

の
通
り
で
す(

敬
称
略
、
順

不
同)

。

▽
松
本
敏
道(

境
港
海
陸
運

送
㈱)

▽
小
滝
智
久(

同)

▽

植
田
光
章(

同)

▽
松
下
寿
之

(

同)

▽
谷
口
道
一(

大
海
㈱)

▽
渡
部
雅
之(

同)

▽
内
野
大

(

同)

▽
森
脇
宏
海(

同)

▽
都

田
弓
子(

日
本
海
冷
凍
魚
㈱)

▽
大
河
内
ヘ
ル
ミ
ニ
ア(

同)

▽
小
島
浩
美(

同)

▽
角
美
里

(

同)

▽
藤
由
美(

㈱
門
永
水

産)

▽
今
由
貴
子(

同)

▽
小

林
愛
子(

同)

▽
遠
藤
洸
一

(

甲
陽
ケ
ミ
カ
ル
㈱)

▽
高
橋

玖
仁
夫(

同)

▽
千
田
正
志

(

同)

▽
千
葉
康
生(

鳥
取
缶

詰
㈱)

▽
山
本
年
栄(

同)

▽

河
津
一
正(

同)

▽
下
村
学

(

境
港
物
流
㈱)

▽
屋
敷
拓

(

同)

▽
小
林
達
也(

山
陰
ア

シ
ッ
ク
ス
工
業
㈱)

▽
松
本

翼(

同)

▽
秋
江
昭
司(

㈱
セ

ノ
ン
山
陰
支
店)

▽
小
田
原

大
地(

同)

▽
柳
楽
広
呂
美

(

大
海
通
産
㈱)

▽
浜
亜
弓

(

同)

▽
黒
多
吉
成(

大
幸
㈱)

▽
山
本
祐
一(

同)

▽
小
野
健

次(

㈱
ヒ
キ
ノ)

▽
中
島
貴
之

(

同)

▽
高
松
世
里
花(

㈱
福

栄)

▽
矢
倉
和
也(

同)

▽
庄

司
儀
郎(

フ
ジ
ッ
コ
㈱
境
港

工
場)

▽
角
哲
男(

同)

▽
香

川
潤(

堀
田
石
油
㈱)

▽
横

田
真
二(

同)

▽
原
野
裕
司

(

㈱
港
タ
ク
シ
ー)

▽
中

野
武
志(

同)

▽
宮
本
広
美

(

旭
ビ
ル
管
理
㈱)

▽
上
村

耕
二(

㈱
カ
ワ
バ
タ
印
刷)

▽
青
木
純(

㈲
環
建)

▽
林

原
愛
香(

㈱
キ
サ
・
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ)

▽
山
﨑
隼

(

境
港
魚
市
場
㈱)

▽
森
直

子(

境
港
水
産
物
市
場
管

理
㈱)

▽
安
田
憲
吾(

三
光

㈱)

▽
安
部
セ
シ
リ
ア(

㈱

大
昇
食
品)

▽
永
井
洋
子

(

千
代
む
す
び
酒
造
㈱)

▽

山
根
孝
子(

㈲
増
谷
慶
一

郎
薬
局)

▽
本
池
拓
也(

マ

ル
コ
フ
ー
ズ
㈱)

▽
黒
見

由
美
子(

㈲
丸
山
水
産)

優良従業員表彰式

― 境港商議所 ―

53人の功績たたえる
第59回

橋
本
工
業
所
と
大
昇
食
品

職
務
執
行
者
が
変
更

境
港
商
議
所

議

　
　
　員

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の
〝あのころ〟の写真をご紹介しています。今回は、常議員・
屬(さっか)敏宏氏(境港海陸運送㈱・代表取締役社長、
60歳)の１枚です。

廣瀨康彦・議員 熊谷主拡・議員

　
境
港
商
工
会
議
所
議
員
の

う
ち
、
こ
の
た
び
２
社
の
職

務
執
行
者
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
任
期
は
、
２
０
２
０

年
10
月
31
日
ま
で
。

　
新
し
い
職
務
執
行
者
は
、

次
の
通
り
で
す
。

廣
瀨
康
彦(

ひ
ろ
せ
・
や
す

ひ
こ)
▽
事
業
所
名
＝
㈱
大

昇
食
品(
境
港
市
昭
和
町)

▽
役
職
＝
代
表
取
締
役
▽
変

更
年
月
日
＝
２
０
２
０
年
11

月
27
日
▽
前
任
者
＝
廣
瀨
信

彦(

現
・
取
締
役)

熊
谷
主
拡(

く
ま
が
い
・
き

み
ひ
ろ)

▽
事
業
所
名
＝
㈲

橋
本
工
業
所(

境
港
市
小
篠

津
町)

▽
役
職
＝
代
表
取
締

役
社
長
▽
変
更
年
月
日
＝
２

０
２
０
年
10
月
1
日
▽
前
任

者
＝
橋
本
秀
秋(

現
・
代
表

取
締
役
会
長)

　経営課題の解決に

専門家を派遣
　境港商工会議所は､国の専
門家派遣制度などを活用して､
無料で市内事業所に専門家を
派遣しています｡
　詳しくは､境港商工会議所
相談課(☎44-1111)へ｡
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同
社
は
、
家
庭
ご
み
回
収

の
ほ
か
、
廃
棄
物
を
処
分
場

ま
で
運
ん
だ
り
、
公
園
の
維

持
管
理
作
業
を
行
う
な
ど
、

境
港
市
の
環
境
を
整
え
る
事

業
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
も
あ
っ
て
、
手
狭
に

な
っ
て
い
た
社
屋
の
改
築
を

機
に
、
市
に
何
ら
か
の
形
で

の
恩
返
し
を
検
討
。

　
境
港
市
は
、
地
域
住
民
と

連
携
し
て
伯
州
綿
を
育
て
る

取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
畑
が
同
社
の
す
ぐ
近
く

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
社
の

壁
に
伯
州
綿
応
援
壁
画
の
設

置
を
市
に
提
案
し
、
快
諾
を

得
た
も
の
。

　
壁
画
は
、同
社
の
壁
に「
ふ

わ
っ 

ふ
わ
っ 

ふ
わ
っ 
ふ
わ

っ 

ふ
わ
っ 

ふ
わ
た 

境
港
の

伝
統
の
和
綿 

伯
州
綿
」
と

描
い
た
も
の
。
も
う
片
面
に

は
、
そ
の
栽
培
か
ら
製
品
の

で
き
る
ま
で
を
紹
介
し
た
壁

画
が
あ
り
ま
す
。

　
壁
画
は
Ｊ
Ｒ
境
線
の
列
車

内
か
ら
よ
く
見
え
る
位
置
に

あ
り
ま
す
。
観
光
客
な
ど
の

乗
客
が
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て

近
く
に
来
れ
ば
、
伯
州
綿
へ

の
興
味
が
一
気
に
高
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
18
日
に
市
が
行

っ
た
伯
州
綿
の
収
穫
体
験
事

業
に
併
せ
て
壁
画
の
完
成
披

露
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
今
回

は
、
同
時
に
同
社
が
栽
培
し

て
い
る
近
く
の
畑
で
芋
ほ
り

体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　「
伯
州
綿
の
栽
培
は
無
農

薬
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
環

境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
で

す
。
耕
作
放
棄
地
を
減
ら
す

こ
と
に
も
な
り
、
応
援
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
栽
培
す

る
人
を
増
や
す
手
伝
い
が
微

力
な
が
ら
も
で
き
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
応
援
壁
画
設
置
の

思
い
を
語
る
渡
邉
社
長
。

　
ま
た
「
境
港
市
の
環
境
を

良
好
に
保
つ
事
業
を
今
後
も

続
け
て
、
市
民
に
貢
献
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

︱
６
８
６
８)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
っ
と拝 見

栽
培
地
に
隣
接
の
社
屋
に

伯
州
綿
応
援
壁
画
を
設
置

環　　建

　

境
港
市
か
ら
ご
み
収
集
業
務
な
ど
を
受
託
し
て
い
る
㈲
環

建(

中
野
町
、
渡
邉
昇
社
長)

は
、
社
屋
の
改
築
を
機
に
伯
州

綿
応
援
壁
画
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝

見
」
は
、
同
社
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
渡
邉
社
長
に
壁
画
設
置
の

思
い
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

っ
た
と
好
評
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
連
れ
の
お
客
さ
ん
が

多
い
こ
と
も
あ
り
、
新
設
し

た
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
が
大
人
気

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
古
木
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
商
談
ル

ー
ム
に
仕
切
り
を
設
け
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
に

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

　
同
社
は
２
０
１
７
年
１
月

に
創
業
し
、
同
年
４
月
か
ら

上
道
町
で
店
舗
を
運
営
し
て

い
ま
し
た
が
、
お
客
さ
ん
が

増
え
、
手
狭
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
現
在
の
店
舗
に
移
転
。

敷
地
が
広
く
な
り
、
整
備
工

場
も
大
き
く
な
っ
た
こ
と
で
、

お
客
さ
ん
の
待
ち
時
間
が
減

り
ま
し
た
。

　「
展
示
車
も
増
や
し
、
お

客
さ
ん
に
店
頭
で
じ
っ
く
り

と
車
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す

古
木
Ｃ
Ｅ
Ｏ
。

　
店
舗
を
移
転
し
た
こ
と
で
、

新
規
の
お
客
さ
ん
も
増
え
て

い
ま
す
。
商
談
ル
ー
ム
な
ど

が
あ
る
事
務
所
も
綺
麗
に
な

し
て
ご
来
店
く
だ
さ
い
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
全
メ
ー
カ
ー
、

全
車
種
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
納
車
後
の
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
も
、
お
客
さ
ん

の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

を
無
料
で
保
管
す
る
な
ど
、

地
域
密
着
で
、
万
全
の
体

制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
古
木
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
「
車
の
こ
と
な
ら
、
な

ん
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
綺
麗
な
店
内
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

21
︱
９
３
７
０)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

蓮池町に店舗を移転
ー One’s ー

境港商議所

会会のの員員今今52

　

新
車
・
中
古
車
販
売
な

ど
を
手
掛
け
る
㈱
Ｏ
ｎ
ｅ

‘
ｓ(

蓮
池
町
、
古
木
竜
平

Ｃ
Ｅ
Ｏ)

は
こ
と
し
９
月
、

上
道
町
か
ら
店
舗
を
移
転

し
ま
し
た
。
今
回
の
会
員

の
今
は
同
社
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

新しい店舗を紹介する古木竜平CEO

JR境線の列車からよく見える伯州綿応援壁画
をPRする渡邉昇社長

　
防
衛
大
臣
感
謝
状
の
贈
呈

式
が
昨
年
12
月
４
日
、
境
港

商
工
会
議
所(

上
道
町)

で

あ
り
、
境
港
商
工
会
議
所
の

足
立
統
一
郎
名
誉
会
頭
に
岸

信
夫
防
衛
大
臣
か
ら
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
航
空

自
衛
隊
美
保
基
地
司
令
の
塩

川
壮
１
等
空
佐
が
手
渡
し
ま

し
た
。

　
足
立
名
誉
会
頭
は
、
永
年

に
渡
り
防
衛
基
盤
の
育
成
と

自
衛
隊
員
の
士
気
高
揚
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
数

々
の
業
績
が
航
空
自
衛
隊
の

任
務
遂
行
に
大
き
く
寄
与
し

た
こ
と
を
評
価
さ
れ
て
の
受

賞
で
し
た
。

　
ま
た
、
航
空
自
衛
隊
航
空

支
援
集
団
司
令
官
感
謝
状
を

美
保
基
地
協
力
会
の
松
本
正

幹
事(

境
港
土
建
㈱
・
代
表

取
締
役
社
長)

と
渡
邉
将
利

幹
事(

㈲
渡
邉
鉄
工
所
・
代

表
取
締
役)

が
受
賞
。

　
同
時
に
航
空
自
衛
隊
美
保

基
地
司
令
感
謝
状
が
境
港
商

工
会
議
所
の
三
輪
陽
通
副
会

頭(

三
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ)

と
美
保
基
地
協
力
会
の
鈴
木

雅
美
幹
事(

㈲
鈴
木
電
気
設

備
会
長)

に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
詳
し
く
は
、
美
保
基
地
協

力
会(

境
港
商
工
会
議
所
内

☎
44
︱
１
１
１
１)

へ
。

感謝状を手にする足立統一郎名誉会頭（左）
と塩川壮司令＝境港商工会議所

　「サワラ」は、体形がほっそりとしていることから、
「サ(狭い)」「ワラ(腹)」と名付けられました。
　漢字は「鰆」と書き、「春」という文字が入ってい
ますが、日本海の旬は冬から早春。境港では秋か
ら冬にかけて多く漁獲されます。
　冬に漁獲されるも
のは身が締まり、脂
の乗りが良く、「寒
ざわら」といって珍
重されます。冬は刺
身や煮付け、西京
漬けなどで食べるこ
とがおすすめです。

サ ワ ラ

資料提供：(一社)境港水産振興協会

防
衛
大
臣
感
謝
状
を
受
賞

境
港
商
議
所 

足
立
統
一郎
名
誉
会
頭

　鳥取県は、中小企業や
小規模事業者の皆さんの
経営課題に対して、東部
・中部・西部の圏域ごと
に「とっとり企業支援ネ
ットワーク」を構成して
支援しています。
　同ネットワークは、鳥
取県と商工団体、金融機
関、信用保証協会や産業
支援機関など、20の機関
が連携・協力して総合的
かつ集中的な支援を行う
ものです。
　詳しくは、境港商工会
議所相談課(☎44－１１１
１)へ。

県内20機関が連携
とっとり企業支援
ネ ッ ト ワ ー ク

5



開催日：１月９日㈯・２3日㈯ 
時　間：８：３０～１７：１５
会　場：鳥取県立境港ハローワーク内

理想の働き方を探してみませんか？ 

土曜開催 子育て応援お仕事相談ＤＡＹ 火曜ナイターお仕事相談会 in  PLANT5土曜開催 子育て応援お仕事相談ＤＡＹ

鳥取県立境港ハローワーク1月イベント情報 鳥取県立境港ハローワーク1月イベント情報 
火曜ナイターお仕事相談会 in  PLANT5
開催日：１月12日㈫・26日㈫ 
時　間：１０：００～１９：００
会　場：ＰＬＡＮＴ５境港店
　　　　境港サロン
　　　　転職・お仕事相談
　　　　60歳以上も歓迎 

毎週
土曜日
OPEN

毎週
土曜日
OPEN

鳥取県立境港ハローワーク ☎（0859）44-3395鳥取県立境港ハローワーク ☎（0859）44-3395 境港市上道町3000（境港市役所別館1階）
営業時間／月曜日～土曜日　8：30～17：15　

主催
問合せ先

毎月第2・第4
土曜日開催

毎月第2・第4
火曜日開催

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　「
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
と
い

え
ば
夏
の
飲
物
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
さ
せ
る
新
感

覚
の
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
「
ド

ラ
フ
ト
コ
ー
ヒ
ー
」。
コ
ー

ヒ
ー
シ
ー
ン
の
フ
ォ
ー
ス
ウ

ェ
イ
ブ（
第
４
の
波
）と
も
言

わ
れ
、
世
界
で
注
目
さ
れ
て

い
る
ド
リ
ン
ク
で
す
。

　
専
用
の
サ
ー
バ
ー
で
作
り

出
す
ビ
ー
ル
の
よ
う
な
泡
立

ち
が
特
徴
的
な
こ
の
コ
ー
ヒ

ー
。
キ
メ
細
や
か
で
ク
リ
ー

ミ
ー
な
泡
は
、
ほ
の
か
な
甘

み
も
感
じ
ら
れ
、
ま
ろ
や
か

で
コ
ク
が
あ
り
な
が
ら
、
後

味
も
ス
ッ
キ
リ
と
し
て
い
る

の
で
、
コ
ー
ヒ
ー
が
苦
手
な

人
で
も
飲
み
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
氷
で
冷
や
し
過
ぎ
な
い
ほ

ど
よ
い
冷
た
さ
は
、
こ
の
時

新感覚のアイスコーヒー

我が社

の一品
我が社

の一品

珈
琲
工
房 

喜
多
川

ド
ラ
フ
ト
コ
ー
ヒ
ー

県
内
企
業
の
取
組
を
支
援

鳥
取
県
産
業

成
長
応
援
事
業

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介

す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈲
喜
多
川（
米
子
市
新
開
、

水
富
江
社
長
）の
「
ド
ラ
フ
ト
コ
ー
ヒ
ー
」
で
す
。

季
に
も
適
し
た
一
品
。

　
シ
ャ
ン
パ
ン
グ
ラ
ス
に
注

が
れ
て
い
る
の
が
と
て
も
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
、
お
洒
落

度
も
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
。
い
つ

も
と
違
う
雰
囲
気
で
カ
フ
ェ

タ
イ
ム
を
楽
し
み
た
い
と
き

に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

　
残
っ
た
泡
に
コ
ー
ヒ
ー
を

固
め
た
氷
を
足
し
て
、
ゆ
っ

く
り
溶
か
し
な
が
ら
最
後
ま

で
楽
し
む
飲
み
方
は
、
ス
タ

ッ
フ
考
案
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

タ
イ
ル
。

　
ド
ラ
フ
ト
コ
ー
ヒ
ー
は
、

米
子
し
ん
ま
ち
天
満
屋（
米

子
市
西
福
原
）の
カ
フ
ェ
･

ド
･
キ
タ
ガ
ワ
で
飲
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
店（
☎
35
︱

１
６
２
７
）へ
。

　
森
脇
哲
雄
氏（
大
幸
㈱
代

表
取
締
役
社
長
、
境
港
商
工

会
議
所
常
議
員
）は
、
鳥
取

県
産
業
振
興
功
労
知
事
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
森
脇
氏
は
、
当
商
工
会
議

所
の
役
員
歴
が
16
年
余
で
、

長
年
に
わ
た
り
商
工
会
議
所

　
鳥
取
県
は
、
産
業
成
長
応

援
事
業
を
展
開
し
て
ま
す
。

同
事
業
は
、
新
た
な
事
業
展

開
や
生
産
性
向
上
な
ど
に
取

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
経
済

振
興
の
発
展
に
尽
力
し
た
功

績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

　
森
脇
氏
の
ほ
か
に
県
内
3

商
工
団
体
、
3
人
が
受
賞
し

て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
9
日

に
鳥
取
県
庁
で
表
彰
式
が
あ

り
ま
し
た
。

り
組
む
県
内
の
中
小
企
業
な

ど
を
支
援
す
る
も
の
。

　
事
業
計
画
を
策
定
し
、
県

の
認
定
を
受
け
た
事
業
計
画

の
実
行
を
境
港
商
工
会
議
所

な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工

会
議
所
相
談
課(

☎
44
︱

１
１
１
１)

へ
。

サメの説明をする大池明館長

　
史
料
館
は
「
水
」
の
な
い

は
く
製
水
族
館
な
の
で
、
魚

は
動
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

普
通
の
水
族
館
で
は
、
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
危
険
生
物

や
珍
し
い
深
海
魚
を
細
部
ま

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　
そ
の
中
で
も
注
目
し
た
い

の
が
サ
メ
。
サ
メ
の
は
く
製

は
史
料
館
の
中
で
種
類
が
最

も
多
く
、
40
種
あ
り
ま
す
。

３
・
８
㍍
も
の
巨
大
な
体
を

持
つ
ホ
ホ
ジ
ロ
サ
メ
の
口
の

何
層
に
も
重
な
っ
た
鋭
い
歯

を
間
近
で
観
察
す
る
と
、
食

べ
ら
れ
て
し
ま
う
か
の
よ
う

な
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
開
催
さ
れ
た
サ
メ
祭

で
は
、
魚
好
き
の
小
学
生
や

サ
メ
マ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
を
魅

了
し
ま
し
た
。
実
物
大
の
魚

が
展
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、

立
体
感
を
じ
か
に
感
じ
、
ま

る
で
止
ま
っ
て
い
る
海
の
中

に
入
っ
た
よ
う
な
世
界
を
味

わ
え
る
の
で
す
。

　
史
料
館
で
は
、
季
節
ご
と

の
版
画
の
展
示
や
手
ぬ
ぐ
い

ひ
ら
ひ
ら
な
ど
の
企
画
展
を

開
催
し
、
人
と
の
つ
な
が
り

や
ふ
れ
あ
い
の
場
所
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
池
館
長
は
「
３
世
代
が

楽
し
め
る
史
料
館
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。『
海
と

く
ら
し
』
の
海
部
分
は
多
く

の
企
画
を
実
現
で
き
た
の
で
、

今
後
は
境
港
の
く
ら
し
の
企

画
を
広
げ
た
い
で
す
」
と
今

後
の
目
標
を
話
し
ま
し
た
。

　
私
は
一
度
来
館
し
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、
今
回
体

験
し
、
新
し
い
魚
の
知
識
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
館
す
る
た
び
に
魚
の
目
や

模
様
な
ど
の
新
た
な
魅
力
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
た
な
発
見
を
見
つ
け
に
、

皆
さ
ん
も
一
度
、
体
験
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　

　
詳
し
く
は
、
同
史
料
館

(

☎
44
︱
２
０
０
０)

へ
。

圧
倒
的
な
サ
メ
の
迫
力

体　  験
レポート

水
の
な
い
は
く
製
水
族
館
海とくらしの
史　料　館

　

１
９
９
４
年
４
月
に
酒
蔵
の
改
修
工
事
を
経
て
、〝
水
の

な
い
水
族
館
〟
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
海
と
く
ら
し
の
史
料

館（
花
町
、
大
池
明あ

き
ら

館
長
）。
同
館
に
は
、
７
０
０
種
４
０

０
０
体
の
魚
の
は
く
製
、
橋
本
興
家
先
生
の
版
画
や
伯
州
綿

の
展
示
が
あ
り
、
境
港
市
の
魅
力
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

回
、
大
池
館
長
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
史
料
館
を
体
験
し

ま
し
た
。

　同社はTシャツやカーディガン、ジャケットなどを製造してい
る会社です。「新型コロナウイルスの感染拡大防止に少しでも役
に立つことができれば」との思いで、昨年５月から伯州綿マスク
を製造、販売しています。
　他社も色々なマスクを販売している中で、自社のバリエーショ
ンを増やしたいと思ったのが藍染マスク製作のきっかけでした。
　最初は白い生地でマスクケースを作る予定でしたが、境港市の
地域おこし協力隊をしていた仲里心平さんから「藍染にしてみて

は？」とアドバイス
を受け、試作してみ
ました。
　「作ってみると、と
ても良いものができ
上がり、せっかくだ
からマスクも作ろ
う、刺繍も入れよう
と、構想が膨らんで
今の形になりました」
と話す日向社長。

口コミで評判が広がり、直接買いに来るお客様もいます。
　同社の駒居照子チーフは「呼吸がしやすく、運動時にも使える
とお客様に言っていただいています」とアピールしました。
　最後に「新型コロナウイルスがここまで長引くとは思いません
でしたが、皆様の安心と安全を願って製作しています」と話す日
向社長でした。
　詳しくは、同社(☎︎４２－２８５９)にお問い合わせください。

　㈱ひまわり工房(外江町、日
ひな た

向拓
ひろ

栄
え

子
こ

社長)の製作する伯州綿マ
スクのラインナップに、このたび藍染のマスクとマスクケースが
加わりました。今回の企業探訪は、同社に登場していただきます。

Part

50企業探訪企業探訪企業探訪
伯州綿マスクに新ラインナップ

― ひまわり工房 ―

藍染めマスクを開発

伯州綿マスクをPRする同社の皆さん

森脇哲雄氏が受賞
産業振興功労知事表彰

常議員境港商議所 6



7

名誉会頭

足 立 統 一 郎
会　　頭

堀 田 　 收
堀 田 石 油 ㈱
代表取締役社長

副 会 頭

池 口 由 紀 彦
米子空港ビル㈱
代表取締役社長

常 議 員

松 本 勝 志
㈱ 門 永 水 産
代表取締役社長

常 議 員

岡 空 晴 夫
千代むすび酒造㈱
代表取締役社長

常 議 員

屬 　 敏 宏
境港海陸運送㈱
代表取締役社長

常 議 員

門 永 康 一 郎
㈱ 昭 和 船 具 店
代表取締役

常 議 員

岩 田 慎 介
㈱ 福　　　栄
取締役会長

常 議 員

岩 田 祐 二
共和水産㈱

代表取締役社長執行役員

監　事

中 西 健 一 郎
㈲中西一郎商店
代表取締役社長

常 議 員

川 端 　 収
㈱カワバタ印刷
代表取締役社長

常 議 員

越 河 彰 統
日本海冷凍魚㈱
代表取締役社長

常 議 員

友 田 　 博
友田セーリング㈱
代表取締役社長

常 議 員

長 石 　 徹
㈱山陰合同銀行境港支店

支 店 長

常 議 員

永 田 篤 哉
㈱鳥取銀行境港支店

支 店 長

常 議 員

庄 司 尚 史
㈾ 第 弐 商 会
代表社員社長

常 議 員

足 立 收 平
㈱ 平 設 計
代表取締役

議　員

池 田 幸 仁
㈱ リ ン ク ス
代表取締役

議　員

赤 石 有 平
㈲ 赤 石 商 店
代表取締役会長

常 議 員

山 本 　 徹
山 陰 冷 蔵 ㈱
代表取締役社長

副 会 頭

松 本 正 福
(税) 松本会計事務所

代表社員

常 議 員

森 脇 哲 雄
大　　　幸 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

山 本 一 徳
㈱大　　　新
代表取締役社長

常 議 員

松 本 　 正
境 港 土 建 ㈱
代表取締役社長

副 会 頭

三 輪 陽 通
三光ホールディングス㈱
代表取締役CEO

議　員

足 立 　 祥
足 立 燃 料 ㈲
代表取締役社長

常 議 員

木 下 辰 男
㈱ 木 下 建 設
代表取締役社長

議　員

池 本 惠 治
㈱日本海ポートサービス
代表取締役社長

常 議 員

木 村 隆 之
㈱海産物のきむらや
代表取締役社長

常 議 員

小 板 　 裕
サンスイ土地建物㈱

会　　長

議　員

板 倉 一 晃
㈲ 板 倉 博 商 店
代表取締役社長

議　員

遠 藤 健 司
㈱ケンズホーム
代表取締役

議　員

上 野 　 慶
㈱ 上 野 水 産
代表取締役社長

議　員

喜 多 村 　 実
㈲ 北 陽 水 産
代表取締役

監　事

岡 田 昭 夫
㈲ 岡 田 商 店
代表取締役会長

議　員

岡 田 輝 昭
㈱ 岡 田 商 店
代表取締役社長

議　員

門 脇 仁 史
境 港 物 流 ㈱
代表取締役社長

議　員

片 山 良 孝
美保テクノス㈱
取締役副社長

常 議 員

岩 木 佑 二
㈲ 末 広 ド ラ イ
代表取締役会長

議　員

井 上 真 一
㈱ 港タクシー
取締役総務部長

議　員

上 田 裕 子
ま る か 商 事 ㈱
代表取締役

議　員

川 口 利 之
㈲ 川 口 商 店
取 締 役

議　員

黒 見 泰 之
㈱さかいみなと貿易センター
常務取締役管理部長

議　員

小 倉 雅 司
㈲小倉水産食品
代表取締役社長

議　員

酒 井 　 英
㈱ 酒 井 商 店
代表取締役

常 議 員

山 本 博 敏
山本博敏税理士事務所

所　　長

議　員

坂 本 　 全
㈲神戸ベーカリー
代表取締役社長

境港商工会議所役員・議員一同

2021年 丑年

議　員

篠 田 佳 夫
マルコフーズ㈱
代表取締役社長

議　員

島 谷 憲 司
㈱ 島 谷 水 産
代表取締役社長

常 議 員

能 勢 忠 敏
山陰アシックス工業㈱
代表取締役社長

常 議 員

廣 瀨 　 直
鳥 取 缶 詰 ㈱
取締役会長

議　員

瀧 下 寿 夫
大 海 通 産 ㈱
常務取締役

議　員

杉 山 孝 志
㈲ 杉 山 実 業
代表取締役

議　員

竹 下 　 朗
弓 ケ 浜 水 産 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

石 橋 　 久
境 港 魚 市 場 ㈱
代表取締役社長

議　員

北 野 　 司
㈲北野建築工業
代表取締役社長

議　員

木 村 光 哉
㈱ き さ ら ぎ
代表取締役社長

議　員

熊 谷 主 拡
㈲橋本工業所
代表取締役社長

議　員

竹 野 下  聡
㈱島根銀行境支店
支　店　長

議　員

竹 中 弘 治
北 陽 冷 蔵 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

又 賀 航 一
㈱ 日　　　新
代表取締役社長
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議　員

中 田 耕 治
㈲中田石材工作所

代表取締役

議　員

堀 江 則 夫
大　　 海 ㈱
取締役総務部長

議　員

宮 永 誠 治
㈱ 葬　　　仙
代表取締役社長

議　員

山 根 　 暁
㈱ヤマネ産機境港営業所

取締役顧問

会頭指名議員

片 岡 敏 一
㈱ カ タ セ イ
代表取締役社長

会頭指名議員

岩 本 秀 煕
㈱ 錦 海 化 成

代表取締役

議　員

平 田 阜 士
㈱ 平 田 組

代表取締役

議　員

森 脇 尊 昭
㈲ 森 脇 自 動 車

代表取締役

境港商工会議所
女性会会長

木 村 真 理 子
㈱きさらぎ

会頭指名議員

舞 立 嘉 之
田 中 窯 業 ㈲
代表取締役会長

会頭指名議員

福 谷 典 久
海 上 石 油 ㈲

代表取締役

境港フィッシュ（FISH）大使

足 立 倫 行

ノンフィクション作家

境港フィッシュ（FISH）大使

寺 井 尚 子

ジャズ・ヴァイオリニスト

境港フィッシュ（FISH）大使

日 野 皓 正

ジャズ・トランぺッター

境港フィッシュ（FISH）大使

山 本 洋 子

日本酒と食のジャーナリスト

境港フィッシュ（FISH）大使

あらき ゆうこ

ドラマー

境港フィッシュ（FISH）大使

上 田 勝 彦
㈱ ウ エ カ ツ 水 産
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

垣 添 直 也
東 京 海 洋 大 学

理　　事

境港フィッシュ（FISH）大使

二 宮 　 祐

学校法人 桜美林学園

境港フィッシュ（FISH）大使

西 尾 進 路
ENEOSホールディングス㈱

名 誉 顧 問

境港フィッシュ（FISH）大使

加 藤 忠 廣
週 刊 大 阪 新 聞 社

代表主幹

境港フィッシュ（FISH）大使

原 　 一 郎
水 産 大 学 校

名 誉 教 授

境港フィッシュ（FISH）大使

小 鉄 和 広
㈲ 東 京 オ ペ ラ
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

篠田 耕太郎
王 子 マ テ リ ア ㈱

監 査 役

境港フィッシュ（FISH）大使

T O K U
ヴォーカリスト＆

フリューゲルホーン
プレイヤー

境港フィッシュ（FISH）大使

柏 木 雅 浩
元・㈱グラフィック プロダクツ

代表取締役COO

議　員

赫 　 太 郎
甲陽ケミカル㈱境港工場

代表取締役会長

会頭指名議員

谷 村 俊 治
アクサ生命保険㈱米子営業所

所　　長

会頭指名議員

佐田山 一成
㈲ 大 成 商 事
代表取締役社長

会頭指名議員

田 淵 英 志
喜 満 フ ー ズ ㈲

取締役会長

会頭指名議員

木 村 俊 明
㈲ 三 共 物 流 運 輸

取締役社長

議　員

廣 江 　 晃
（福）こうほうえん

理 事 長

議　員

吉 岡 俊 介
㈱ オ ー ク
代表取締役社長

議　員

土 井 一 朗
㈱味屋コーポレーション

代表取締役

議　員

秦 野 博 行
東亜青果㈱境港青果市場

代表取締役社長

会頭指名議員

森 脇 照 夫
中国電力ネットワーク㈱  米子ネットワークセンター

所　　長

議　員

森 脇 　 寛
境港センター冷蔵㈱

代表取締役社長

会頭指名議員

鶴 木 俊 文
㈱中海テレビ放送

専務取締役総務部長

会頭指名議員

浦 川 英 敏
㈱ あ お い 総 合 設 計

代表取締役

会頭指名議員

山 口 尚 文
山 進 運 輸 ㈱

代表取締役

会頭指名議員

吉 川 真 一
中 浦 食 品 ㈱

常務執行役員

議　員

渡 邉 　 昇
㈱ ワ タ ナ ベ

代表取締役

議　員

山 﨑 慎 也
㈱ や ま さ き

代表取締役社長

議　員

濱 　 浩 二
山 陰 化 成 工 業 ㈱
代表取締役社長

議　員

濱 田 正 道
㈱ シ ン セ イ
代表取締役会長

議　員

廣 瀨 康 彦
㈱ 大 昇 食 品

代表取締役

会頭指名議員

松 井 尚 成
㈲ 渡　　　部
代表取締役社長

議　員

日 野 良 太
㈱さんれい製造境港工場

工　場　長

境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
）大
使

境港フィッシュ（FISH）大使

渡 辺 博 道

衆議院議員

境港フィッシュ（FISH）大使

中 島 俊 樹
元・米子空港ビル㈱

代表取締役専務

本
年
も
よ
ろ
し
く

　お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

境
港
商
工
会
議
所

専
務
理
事

柏
木
祥
二

ス
タ
ッ
フ
一
同

参　与

増 谷 立 夫
㈲増谷慶一郎薬局

代表取締役

参　与

岡 田 　 端
㈱ 岡 田 商 店
元・取締役会長

参　与

奥 森 　 清
新 和 産 業 ㈱
代表取締役社長

参　与

木 村 正 明
㈱ き さ ら ぎ
代表取締役会長

参　与

門 脇 興 治
境 港 商 工 会 議 所

元・専務理事

議　員

難 波 勇 強
境 港 魚 凾 ㈱
代表取締役社長

会頭指名議員

金 田 孝 成
カ ネ ッ ク ス ㈱
代表取締役社長

議　員

中 木 啓 文
米子信用金庫境港支店

支　店　長

議　員

田 中 幸 雄
㈱ タ ナ カ 技 建

代表取締役
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境港
直送

　
実
行
委
員
会
は
、
毎
年
１

月
に
開
催
し
て
い
る
「
カ
ニ

感
謝
祭
」
の
時
期
に
合
わ
せ
、

境
港
の
カ
ニ
を
中
心
と
し
た

地
元
産
品
の
良
さ
を
再
認
識

し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
や
観

光
客
の
皆
さ
ん
に
境
港
で
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
企
画
を
考

え
ま
し
た
。

　
12
月
か
ら
２
月
ま
で
に
６

回
開
催
す
る
「
境
港
じ
ゃ
ん

こ
と
カ
ニ
感
謝
祭
」
を
核
に
、

鳥
取
県
や
境
港
の
産
品
を
活

用
し
た
商
品
開
発
、
商
店
街

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
配
信
な
ど
を
通
し
て
地

元
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

契
機
に
水
木
ロ
ー
ド
沿
い
の

商
店
の
次
世
代
を
担
う
若
手

が
新
た
な
商
店
街
の
カ
タ
チ

を
作
り
、
発
信
し
て
い
く
こ

と
も
展
望
し
て
い
ま
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
第
１
弾
は

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
ク
リ
ス
マ
ス
」

と
「
真
冬
の
土
曜
夜
市
」
と

し
て
、
12
月
19
日
に
開
催
。

水
木
ロ
ー
ド
を
会
場
に
、
午

後
４
時
か
ら
８
時
ま
で
、
ゲ

ゲ
ゲ
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
境

港
市
観
光
協
会
に
よ
る
怪
談
、

浜
弁
あ
い
き
ょ
～
会
の
寸
劇
、

カ
ニ
ス
ー
プ
ふ
る
ま
い
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
翌
20
日
に
は
、
同

じ
く
水
木
ロ
ー
ド
で
昼
の
イ

ベ
ン
ト
を
展
開
。
綿
貫
ゆ
か

歌
謡
シ
ョ
ー
、
は
ん
ぷ
く
カ

ニ
跳
び
、
ゲ
ゲ
ゲ
の
ゲ
タ
積

み
大
会
、
カ
ニ
ス
ー
プ
ふ
る

ま
い
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
次
回
は
、
1
月
16
日
に
真

冬
の
土
曜
夜
市(

カ
ニ
感
謝

祭
前
夜
祭)

、
翌
日
17
日
に

「
カ
ニ
感
謝
祭
」
を
実
施
。

ま
た
、
２
月
13
日
・
14
日
に

は
、「
境
港
お
さ
か
な
ロ
ー

ド
大
漁
祭
」
な
ど
を
行
う
予

定
で
す
。

　
岡
空
実
行
委
員
長
は
「
私

は
、
千
代
む
す
び
酒
造
の
社

員
で
す
。
当
社
は
、
水
木
ロ

ー
ド
に
店
舗
が
あ
る
た
め
、

沿
道
の
店
舗
が
商
店
街
と
し

て
連
携
を
強
固
に
す
る
環
境

が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
商
店
街
事
業
を
知
り
、

皆
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

３
団
体
に
事
業
主
体
と
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
申
請
ま
で
の
経
緯
を

説
明
。

　
同
時
に
「
６
日
間
の
イ
ベ

ン
ト
を
や
り
切
っ
た
ら
、
大

き
な
自
信
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
３
団
体
が
共
同
で

事
業
展
開
す
る
こ
と
で
、
境

港
市
が
活
性
化
し
、
持
続
可

能
な
都
市
と
し
て
発
展
し
て

い
く
た
め
の
起
爆
剤
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
来
年
以
降
も
連
携
し
て

事業の成功を誓う岡空聡実行委員長（右から2人目）ら

境港じゃんことカニ感謝祭境港じゃんことカニ感謝祭境港じゃんことカニ感謝祭境港じゃんことカニ感謝祭
水木ロード周辺でGoTo商店街事業

３カ月で６回のイベントを開催
　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
振
興
会(

柏
木
徹
会
長)

と
境
港
物
産

振
興
会(

岡
空
晴
夫
会
長)

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
元
気
み
な
と(

佐
名
木
知

信
理
事
長)

は
、
国
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
商
店
街
事
業
を
活
用
し
て
、

｢

境
港
じ
ゃ
ん
こ
と
カ
ニ
感
謝
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
３
団
体

は
、
同
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
会
を
結
成
。
実
行
委
員
長
の

岡
空
聡
氏
に
イ
ベ
ン
ト
に
か
け
る
思
い
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
を
行
い
た
い
で
す
」
と

思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
同
祭
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
岡
空
実
行
委
員
長(

☎
０

９
０
︱
８
０
６
１
︱
０
７
９

８)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

地
元
産
品
の
良
さ
を
提
案

　
境
港
じ
ゃ
ん
こ
と
カ
ニ
感

謝
祭
事
業
の
あ
ら
ま
し
は
、

つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

境
港
産
新
商
品
の
開
発

　
境
港
の
カ
ニ
や
鳥
取
県
の

様
々
な
地
元
産
品
を
活
用
し
、

境
港
の
新
名
物
と
な
る
よ
う

な
商
品
を
境
港
物
産
振
興
会

が
中
心
と
な
り
、
数
種
類
開

発
し
ま
す
。
開
発
し
た
商
品

は
、
大
漁
祭
で
の
物
産
展
で

発
表
し
、
消
費
者
の
意
見
を

踏
ま
え
た
上
で
さ
ら
に
改
良

を
加
え
て
い
く
予
定
で
す
。

商
店
街
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信

　
水
木
ロ
ー
ド
沿
い
店
舗
の

普
段
の
様
子
や
イ
ベ
ン
ト
の

状
況
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
。

実
際
に
は
来
訪
し
な
い
人
も

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
ラ
イ

ブ
配
信
も
行
い
ま
す
。

キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト

　
全
国
的
に
も
有
名
な
「
カ

ニ
」「
鬼
太
郎
」
と
い
っ
た
キ

ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
を
テ
ー
マ

に
し
た
謎
解
き
ゲ
ー
ム
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
怪
談

師
に
よ
る
妖
怪
や
カ
ニ
に
ま

つ
わ
る
怪
談
も
実
施
し
ま
す
。

商
店
街
を
知
っ
て
も
ら
う

イ
ベ
ン
ト

　
水
木
ロ
ー
ド
の
各
店
舗
に

ク
イ
ズ
を
用
意
し
、
所
定
の

店
舗
を
周
っ
た
回
答
者
が
抽

選
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

商
店
街
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ

と
す
る
こ
と
で
商
店
街
に
対

す
る
知
識
を
深
め
て
も
ら
い
、

周
遊
性
を
高
め
ま
す
。

※
な
お
、
各
イ
ベ
ン
ト
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
対
策
を
十
分
立

て
た
上
で
実
施
し
ま
す
が
、

感
染
拡
大
な
ど
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
を

変
更
、
ま
た
は
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
来
場
者
に
は
、
マ
ス

ク
の
着
用
と
「
接
触
確
認
ア

プ
リ(

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ)

」
及
び

「
と
っ
と
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
安
心
登
録
シ
ス

テ
ム
」
へ
の
登
録
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

境
港
じ
ゃ
ん
こ
と
カ
ニ
感
謝
祭

事
業
内
容
の
あ
ら
ま
し

真冬の土曜夜市(カニ感謝祭前夜祭)

●会場＝水木しげるロード 
●日時＝１月16日㈯ 午後４時～８時
●内容＝ゲゲゲの福引(レシートラリー)、  
　妖怪紙芝居(境港市観光協会)など

カニ感謝祭

●会場＝水木しげる記念館～妖怪神社
●日時＝１月17日㈰ 午前10時～午後１時
●内容＝大漁太鼓、式典、カニパレード
　(関係者のみ)、カニ奉納、鬼太郎音頭
　披露、カニ雑炊300食ふるまい(ベニガ
　ニ有志の会)など

境港おさかなロード大漁祭

●会場＝境港おさかなロード特設会場　
  (境水道海岸通り・旧大正町野積み場)
●日時＝２月13日㈯・14日㈰ 午前10時
　～午後３時
●内容＝境港のまいもん屋台(約20店舗
　が出店)、ステージイベント(大漁太鼓、
　郷土芸能、地元ミュージシャンほか)、
　境港物産展(地元産品を活用した新商
　品の発表・試食会)など

真冬の土曜夜市

●場所＝水木しげるロード
●日時＝２月13日㈯ 午後４時～８時
●内容＝妖怪紙芝居(境港市観光協会)、
　ゲゲゲの福引(レシートラリー )など

イベントスケジュールイベントスケジュール

感染予防対策を取りながらイベントを実施
＝12月19日、水木しげるロード

9
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ウェルカ二料理 認定証を持つ参加店舗の代表者ら

　
名
物
料
理
を
つ
く
る
会

(

土
井
一
朗
会
長)
は
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
し
て
食

事
券
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理
チ
ャ

ン
ス
！
」
を
実
施
。
応
募
し

た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
、
２

０
０
０
円
分
の
食
事
券
が
10

人
に
当
た
り
ま
す
。

　
同
会
は
、昨
年
９
月
に「
２

０
２
０
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
。
米
子

・
境
港
か
ら
「
旅
館
・
ホ
テ

ル
部
門
」
と
「
飲
食
店
部
門
」

の
13
店
舗
が
出
品
し
、
13
料

理
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
参
加
各
店
に
は
、
同
会
が

「
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理 

認
定

証
」
と
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理
と

書
い
て
あ
る
の
ぼ
り
を
進
呈
。

ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
そ
の
一
環
。
応
募
方
法

は
、
①
２
０
２
０
ウ
ェ
ル
カ

ニ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加

し
た
店
舗
の
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料

理 

認
定
証
を
撮
影
②
同
会

の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

フ
ォ
ロ
ー
③
「
#
ウ
ェ
ル
カ

ニ
料
理
」「
#
鳥
取
県
グ
ル

メ
」
を
付
け
て
、
同
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
す
る
―
で

す
。応
募
期
限
は
、１
月
31
日
。

　
詳
し
く
は
、
同
会
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(
「
名
物
料

理
を
作
る
会
」
で
検
索)
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
２
０
ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
の
参
加
店
舗

旅
館
・
ホ
テ
ル
部
門　

▽
皆

ウ
ェ
ル
カ
ニ
料
理
Ｐ
Ｒ
へ

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
投
稿
で
食
事
券
名 物 料 理
をつくる会

生
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
天
水

(

米
子
市
皆
生
温
泉)

▽
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

米
子 

日
本
料
理 

雲
海(

米
子

市
久
米
町)

▽
華
水
亭(

米
子

市
皆
生
温
泉)

▽
松
涛
園(

米

子
市
皆
生
温
泉)

▽
皆
生
菊

乃
家(

米
子
市
皆
生
温
泉)

▽

味
屋
プ
ラ
ザ(

日
吉
津
村)

飲
食
店
部
門　

▽
バ
ン
ケ
ッ

ト 

シ
ュ
シ
ュ(

米
子
市
加
茂

町)

▽
御
食
事
処 

弓
ヶ
浜

(

境
港
市
竹
内
団
地)

▽
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ 

寿
司 

和
食 

海
王

(

米
子
市
角
盤
町)

▽[

高
級]

美
食
パ
ン
専
門
店
Ｇ
ａ
Ｌ
ａ

(

米
子
市
両
三
柳)

▽
ま
ぐ
ろ

ラ
ー
メ
ン
本
舗(

境
港
市
本

町)

▽
美
酒
佳
肴 

ゆ
ら
く

(

米
子
市
明
治
町)

▽
こ
め
や

産
業(

境
港
市
外
江
町)

　
境
港
市
観
光
協
会
は
、
中

国
向
け
に
㈱
Ａ
Ｃ
Ｄ
が
行
っ

て
い
る
「
Ｗ
ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｔ 

ミ

ニ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
越
境

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
」
を
活
用
し
、

境
港
市
の
観
光
情
報
発
信
サ

イ
ト
を
作
成
。
今
月
中
に
も

運
用
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予

定
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
海
外
と

の
行
き
来
も
ま
ま
な
ら
ず
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要
が
ほ

ぼ
な
く
な
っ
て
一
年
近
く
が

経
ち
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

国
内
の
状
況
は
先
行
き
不
透

特産品・工芸品の直接注文も

中国人向けに観光情報発信サイト
ー 境港市観光協会 ー

明
で
は
あ
る
も
の
の
、
少
し

ず
つ
海
外
と
の
往
来
も
始
ま

っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

状
況
が
収
束
し
た
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
喚
起
と
、

観
光
産
業
の
Ｖ
字
回
復
を
目

的
と
し
た
情
報
発
信
の
場
が

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
全
日
本
空
輸
㈱(

Ａ
Ｎ
Ａ)

の
子
会
社
で
あ
る
Ａ
Ｃ
Ｄ
の

中
国
で
の
優
位
性
を
利
用
し
、

日
本
や
欧
米
諸
国
の
情
報
を

な
か
な
か
入
手
で
き
な
い
、

ま
た
日
本
に
観
光
に
行
き
た

い
の
に
行
け
な
い
中
国
の
皆

さ
ん
に
向
け
、Ｗ
ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｔ 

ミ
ニ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て

境
港
市
や
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
の
観
光
情
報
、
特

産
品
、
工
芸
品
の
魅
力
を
発

信
す
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
Ａ
Ｃ
Ｄ
の
運
用

す
る
越
境
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
と
連

動
さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
う
し

た
特
産
品
や
工
芸
品
が
ダ
イ

レ
ク
ト
に
注
文
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
同
観
光
協
会
は
、
旅
に
来

る
前(

旅
マ
エ)

か
ら
需
要
を

喚
起
し
、
国
と
国
の
間
の
往

来
が
解
禁
さ
れ
た
暁
に
は
、

発
信
し
た
情
報
で
多
く
の
お

客
様
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
情
報
発
信
サ

イ
ト
の
作
成
を
急
い
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
観
光
の

お
客
様
が
旅
の
途
中(

旅
ナ

カ)

や
帰
国
し
て
か
ら
で
も

(

旅
ア
ト
）、
圏
域
の
特
産
品

や
工
芸
品
な
ど
を
注
文
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
も
組
み
込
む
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
観
光

協
会(

☎
47
―
３
８
８
０)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
経

営
に
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、

国
の
持
続
化
給
付
金
の
対
象

に
は
な
ら
な
い
市
内
事
業
者

に
対
し
て
独
自
の
支
援
策
を

実
行
し
て
い
ま
す
。

　
同
支
援
策
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

対
象
者
　
次
の
す
べ
て
の
項

目
に
該
当
し
て
い
る
事
業
者

▽
売
上
の
対
前
年
同
月
比
15

～
50
㌫
未
満
減
少
し
て
い
る

事
業
者(

国
の
持
続
化
給
付

金
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

こ
と)

▽
本
社
ま
た
は
本
店

と
な
る
事
業
所
が
境
港
市
内

に
あ
り
、
事
業
収
入
を
得
て

い
る
個
人
ま
た
は
法
人
そ
の

他
の
団
体
で
あ
る
こ
と
▽
２

０
１
９(

令
和
元)

年
以
前

か
ら
事
業
に
よ
る
事
業
収
入

(

売
上)

を
得
て
お
り
、
今
後

も
事
業
を
継
続
す
る
意
思
が

あ
る
事
業
者
で
あ
る
こ
と

(

２
０
２
０
年
創
業
に
関
す

る
特
例
に
つ
い
て
は
国
に
準

じ
ま
す)

給
付
上
限
額
　
▽
法
人
＝
20

万
円
▽
個
人
事
業
者
＝
10
万

円(

算
定
方
法
は
、
国
の
持

続
化
給
付
金
に
準
じ
ま
す)

　
同
支
援
策
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
市
水
産
商
工
課(

☎

47
―
１
０
５
６)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
受
け

対
象
外
の
事
業
者
を
支
援
境 港 市

持
続
化

給
付
金

バリアフリー改修を支援

福祉のまちづくり推進で福祉のまちづくり推進で
ー 境 港 市 ー

　
境
港
市
は
、
誰
も
が
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
多
く
の
人
が
利
用
す

る
建
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
な
ど
に
必
要
と
な
る
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
「
境
港

市
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
最
大
で
補
助
対
象
と
な
る

事
業
費
の
３
分
の
２
が
補
助

さ
れ
る
と
て
も
有
利
な
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
補
助
の
対
象
と
な
る
建
物

は
▽
飲
食
店
▽
物
品
販
売
店

▽
ホ
テ
ル
ま
た
は
旅
館
▽
理

髪
店
及
び
美
容
院
―
な
ど
で

す
。
一
般
の
住
宅
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
例
は
▽

便
器
の
洋
式
化
▽
ベ
ビ
ー
チ

ェ
ア
の
設
置
▽
手
す
り
の
設

置
▽
出
入
口
を
自
動
扉
に
改

修
▽
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
―
な

ど
。 

補
助
メ
ニ
ュ
ー
や
対

象
建
築
物
は
、
ほ
か
に
も
あ

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
建
築
営
繕

課(

☎
47
―
１
０
６
２)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
内
を
お
得
に
周
遊
で
き
る
小
冊
子

ト
リ
パ
ス
た
だ
い
ま
配
布
中
鳥 取 県
観光連盟

　
鳥
取
県
観
光
連
盟
は
、
県

内
を
お
得
に
周
遊
で
き
る
小

冊
子
「
ト
リ
パ
ス(

と
っ
と

り
秋
旅
・
冬
旅
パ
ス
ポ
ー

ト)

」
を
発
行
。
県
内
各
所

の
観
光
案
内
所
、
観
光
施
設

な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ト
リ
パ
ス
に
は
、
県
内
各

地
の
観
光
情
報
や
割
引
・
特

典
情
報
が
満
載
で
、
提
示
す

る
と
、
各
施
設
な
ど
の
優
待

特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
　

　
ま
た
、
県
内
の
「
ポ
ケ
ふ

た
」
設
置
情
報
も
掲
載
。
ポ

ケ
ふ
た
は
、
ポ
ケ
モ
ン
の
絵

が
描
か
れ
て
い
る
マ
ン
ホ
ー

ル
の
ふ
た
の
こ
と
で
す
。
全

国
各
地
に
設
置
さ
れ
、
鳥
取

県
内
に
は
、
19
カ
所(

全
市

町
村)

に
あ
り
ま
す
。

　
ポ
ケ
ふ
た
付
近
の
施
設
に

ス
タ
ン
プ
が
置
い
て
あ
り
、

ス
タ
ン
プ
帳
に
も
な
っ
て
い

る
同
冊
子
に
ス
タ
ン
プ
を
２

種
類
押
し
て
、
同
観
光
連
盟

(

〒
680
―

0805 

鳥
取
市
相
生
町

４
丁
目
４
１
１)

に
応
募
す

る
と
、
豪
華
な
賞
品
が
当
た

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
観
光
連
盟

(

☎
０
８
５
７
―
39
―
２
１

１
１)

へ
。
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•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
境
港
市
産
地
協
議
会(

島

谷
憲
司
会
長)
は
、
境
漁
港

で
水
揚
げ
し
た
海
産
物
の
Ｐ

Ｒ
を
市
内
小
・
中
学
校
の
給

食
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
境
港
市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

う
魚
価
の
低
迷
を
受
け
、
学

校
給
食
に
地
元
の
魚
を
使
っ

た
料
理
を
昨
年
10
月
か
ら
こ

と
し
３
月
ま
で
、
毎
月
２
回

提
供
す
る
予
定
で
す
。

　
同
協
議
会
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、

こ
の
食
材
提
供
に
併
せ
て
行

っ
て
い
る
も
の
。
ま
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
の
各
教
室
に

設
置
し
て
あ
る
テ
レ
ビ
を
通

し
て
、
毎
回
違
う
魚
の
専
門

家
が
リ
モ
ー
ト
授
業
を
実
施
。

　
ま
た
、
同
協
議
会
は
「
境

の
さ
か
な
カ
ー
ド
」
を
作
成
。

同
カ
ー
ド
は
、
名
刺
サ
イ
ズ

で
、
両
面
カ
ラ
ー
印
刷
で
す
。

表
面
に
魚
の
写
真
を
掲
載
し
、

裏
面
に
特
徴
を
記
載
し
て
い

る
も
の
。
提
供
食
材
に
合
わ

せ
た
12
魚
種
の
カ
ー
ド
を
各

月
２
枚
ず
つ
配
布
し
て
行
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
境
港
さ
か
な
の

達
人
検
定
の
テ
キ
ス
ト
「
境

港
の
さ
か
な
」
を
各
教
室
に

２
冊
ず
つ
、
配
布
し
て
い
ま

す
。

　
市
が
小
・
中
学
校
の
給
食

に
提
供
し
た
食
材
は
▽
昨
年

10
月
＝
ク
ロ
マ
グ
ロ
・
セ
イ

ゴ(

ス
ズ
キ)

▽
昨
年
11
月

＝
ハ
タ
ハ
タ
・
マ
ア
ジ
▽
昨

年
12
月
＝
エ
テ
カ
レ
イ
・
サ

バ
―
で
し
た
。

　
今
後
は
▽
１
月
＝
ベ
ニ
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
・
マ
イ
ワ
シ
▽
２

月
＝
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
・
セ

イ
ゴ(

ス
ズ
キ)

▽
３
月
＝
マ

ダ
イ
・
マ
ア
ジ
―
を
提
供
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
協
議
会
事

務
局(

市
水
産
商
工
課
内
・

☎
47
―
１
０
５
５)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
小
・
中
学
校
の
給
食
時
に

境
港
の
海
産
物  

徹
底
Ｐ
Ｒ
境　港　市
産地協議会

　(

一
社)

境
港
水
産
振
興

協
会
は
２
月
７
日
、「
境
港

さ
か
な
の
達
人
検
定
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
同
検
定
は
、
境
港
の
魚
に

関
す
る
知
識
を
学
び
、
魚
に

興
味
の
あ
る
お
子
様
か
ら
水

産
業
に
関
わ
る
知
識
豊
富
な

プ
ロ
の
皆
さ
ん
ま
で
、
魚
食

普
及
の
広
告
塔
と
し
て
境
港

の
水
産
を
盛
り
上
げ
る
〝
さ

か
な
の
達
人
〟
に
な
ろ
う
と

い
う
人
を
募
集
す
る
も
の
で

す
。

　
検
定
の
レ
ベ
ル
は
、
初
級

の
「
達
人
」
と
上
級
の
「
ス

ー
パ
ー
達
人
」
の
２
コ
ー
ス

で
、
合
格
者
に
は
同
協
会
が

「
境
港
さ
か
な
の
達
人
」
と

認
定
し
ま
す
。

　「
達
人
」
の
問
題
は
、
検

定
用
冊
子
か
ら
の
出
題
と
な

り
、
水
産
に
興
味
・
関
心
の

あ
る
人
の
入
門
編
と
し
て
お

ス
ス
メ
で
す
。
ま
た
「
ス
ー

パ
ー
達
人
」
は
、
水
産
に
関

わ
る
知
識
全
般
か
ら
の
出
題

で
、
か
な
り
難
易
度
の
高
い

問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
腕

試
し
に
最
適
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
受
験
者
に
は
、
当
日
も
れ

な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈
。

皆
さ
ん
の
知
識
を
こ
の
機
会

に
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
同
検
定
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
２
月
７
日
㈰
　
午
前

11
時
～
正
午

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所
３

階 

大
ホ
ー
ル(

境
港
市
上
道

町) 

受
験
資
格
　
小
学
生
以
上
で
、

境
港
の
魚
に
興
味
の
あ
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も

受
験
料
　
１
０
０
０
円(

税

込
み)

冊
子
代
　
１
０
０
０
円(

税

込
み)

※
冊
子
の
み
購
入
の

場
合
は
、
別
途
送
料(
３
０

円)

が
必
要
で
す
。

申
込
期
限
　
１
月
29
日
㈮

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
水
産
振
興
協
会(

☎

44
―
６
６
６
８)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
市
観
光
協
会
の
前
会

長
・
桝
田
知
身
氏
は
、
境
港

市
特
別
功
労
表
彰
を
受
賞
。

昨
年
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ

た
境
港
市
表
彰
式
で
、
賞
状

を
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
桝
田
氏
は
２
０
０
４
年
か

ら
２
０
２
０
年
ま
で
の
16
年

の
間
、
境
港
市
観
光
協
会
の

会
長
を
務
め
、「
妖
怪
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
は

じ
め
「
妖
怪
そ
っ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
」、「
妖
怪
川
柳
」、「
妖

怪
検
定
」
な
ど
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
考
案
し

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
０
０
４
年
か
ら

２
０
０
８
年
ま
で
は
、
境
港

市
の
観
光
の
中
心
で
あ
る
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
水
木
し

げ
る
記
念
館
館
長
も
務
め
、

そ
れ
ま
で
10
万
人
台
だ
っ
た

入
館
者
数
を
30
万
人
台
ま
で

押
し
上
げ
た
功
労
者
で
す
。

同
表
彰
の
受
賞
理
由
は
、
こ

う
し
た
市
の
観
光
振
興
に
多

大
な
貢
献
を
し
た
功
績
を
た

た
え
た
も
の
。

　
特
別
功
労
表
彰
は
同
氏
の

ほ
か
、
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
寄
与
し
た
安
田
優
子
氏

と
境
港
市
前
市
長
の
中
村
勝

治
氏
も
受
賞
し
ま
し
た
。

境港市観光協会 前会長

桝田知身氏
市特別功労表彰を受賞

― 境港水産振興協会 ―

ただいま申込受け付け中

さかなの達人検定２月7日

年
金
の
相
談
や
手
続
き

「
予
約
相
談
」の
ご
利
用
を
米　　　子
年金事務所

　
米
子
年
金
事
務
所
は
、
年

金
相
談
・
手
続
き
の
際
に
は

「
予
約
相
談
」
を
利
用
す
る

こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
年
金
事
務
所
窓
口
で
の
年

金
記
録
や
年
金
見
込
み
額
の

確
認
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の

再
交
付
申
請
、
年
金
請
求

(

老
齢
・
障
害
・
遺
族)

、
そ

の
ほ
か
受
給
し
て
い
る
年
金

に
関
す
る
相
談
は
、
予
約
相

談
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
年
始
や
確
定
申
告

の
時
期
は
非
常
に
込
み
合
い

ま
す
が
、
予
約
相
談
で
予
約

す
る
と
、
自
分
の
都
合
に
合

わ
せ
て
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で

き
ま
す
。

　
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い

る
時
間
帯
は
▽
月
曜
日
＝
午

前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

(

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
週
の
第
１
営
業
日)

▽

火
～
金
曜
日
＝
午
前
８
時
30

分
～
午
後
４
時
▽
第
２
土
曜

日
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
―
で
す
。

　
予
約
の
申
込
は
、
予
約
相

談
電
話(

☎
０
５
７
０
―
05

―
４
８
９
０)

へ
。
ま
た
、

年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
年
金
ダ
イ
ヤ
ル(

☎
０

５
７
０
―
05
―
１
１
６
５)

に
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
準

備
し
て
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
米
子
年
金
事

務
所(

☎
34
―
６
１
１
１
、

音
声
案
内
１
番
を
選
択
後
、

２
番
を
選
択)

へ
。
　
　

　
境
港
市
産
地
協
議
会
は
、

境
港
水
産
加
工
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
２
０
２
０
を
作
成
し
、

市
内
各
所
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
２
０
０
８
年
に
初
め

て
作
成
。
そ
の
内
容
を
ベ

ー
ス
に
２
０
１
４
年
、
２

０
１
５
年
、
２
０
１
７
年

と
内
容
を
更
新
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
た
び
で
４
度
目
と

な
る
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

Ａ
５
判
で
40
㌻
。
水
産
加

工
会
社
29
社
と
各
社
の
加

工
商
品
を
紹
介
。
第
８
回

水
産
加
工
大
賞
の
結
果
や

Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大

会
の
Ｐ
Ｒ
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、同
協
議
会

事
務
局(

☎
47
―
１
０
５

５)

へ
。

境漁港で獲れた魚の料理を楽しむ児童ら

１月に配るマイワシのカード

市内水産加工会社29社を紹介

ただいま各所で配布中

水産加工ハンドブック
境港市産地協議会
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鳥取県公安委員会認定  第61号
㈳全国警備業協会加盟・鳥取県警備業協会会員

有限会社サンアート山陰
〒684-0043 鳥取県境港市竹内町1362番地
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●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など

謹
ん
で
新
春
の

 

お
慶
び
を

  

申
し
上
げ
ま
す
。

三井住友海上火災保険㈱
三井住友海上火災あいおい生命㈱
日本アニマル倶楽部  ペット保険

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/
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サックスを演奏するMALTAさん

柏木徹・新会長

好
評
発
売
中

プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
食
事
券と

っ
と
り
Gｏ
Tｏ
イ
ー
ト

新会長に柏木氏
水木ロード振興会

役員を改選

新しい観光を模索するイベント

アフターコロナを見据えて
夢みなとアマビエ祭1月30日

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、
企業と労働者の健康や長時間労働
について個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで
○米子市久米町の西部医師会館会議室で
個別に相談に応じます。（無料）

○お問い合わせは、西部地域産業保健セ
ンターまで。（☎２２－３５７０）

１月の相談日
１月 7日㈭ 産 業 医

１月１4日㈭ 産 業 医

１月2１日㈭ 産 業 医

１月28日㈭ 産 業 医

　
と
っ
と
り
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
Ｅ
ａ

ｔ（
イ
ー
ト
）共
同
事
業
体

（
㈱
新
日
本
海
新
聞
な
ど
）

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

拡
大
で
甚
大
な
影
響
を
受
け

て
い
る
飲
食
店
と
全
国
の
生

産
者
を
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
食

事
券
の
利
用
で
応
援
す
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

　
食
事
券
は
、
１
０
０
０
円

×
10
枚
綴
り（
額
面
1
万
円
）

で
、
販
売
価
格
は
８
０
０
０

円
で
す
。
購
入
は
１
度
に
２

冊
ま
で
で
す
が
、
何
度
で
も

購
入
で
き
ま
す
。

　
食
事
券
を
利
用
で
き
る
場

所
は
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
加

盟
店
で
す
。
各
店
と
も
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
協
賛
店
」
と
「
と
っ

と
り
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
安
心

安
全
登
録
シ
ス
テ
ム
」
の
登

録
店
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
加
盟
飲
食
店
は
、
鳥
取
県

全
体
で
１
２
５
７
店
、
境
港

市
内
の
加
盟
店
は
、64
店（
昨

年
12
月
17
日
現
在
）で
す
。

　
食
事
券
を
販
売
し
て
い
る

の
は
、
県
内
ロ
ー
ソ
ン
各
店
、

ま
る
ご
う
境
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

店
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５
境
港
店

な
ど
。

　
詳
し
く
は
、
と
っ
と
り
Ｇ

ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎
０

５
７
０
︱
２
０
０
︱
１
５

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
沿
い

の
商
店
な
ど
で
構
成
す
る
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
振
興
会
は

昨
年
11
月
16
日
、
臨
時
総
会

を
開
催
し
、
会
長
・
副
会
長

の
辞
任
に
伴
う
役
員
改
選
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
会
長
に
柏
木

徹
氏（
㈲
柏
木
商
会
代
表
取

締
役
）を
選
出
し
、
副
会
長

に
は
岡
空
晴
夫
氏（
千
代
む

す
び
酒
造
㈱
代
表
取
締
役
社

長
、
再
任
）と
池
田
進
氏（
ゲ

ゲ
ゲ
の
妖
怪
楽
園
園
長
、
新

任
）の
２
人
を
選
び
ま
し
た
。

　
事
務
局
は
当
面
の
間
、
境

港
市
観
光
協
会
に
置
く
こ
と

も
併
せ
て
決
定
。
新
体
制
と

な
っ
た
同
振
興
会
の
今
後
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
振
興
会
事

務
局（
境
港
市
観
光
協
会
内
・

☎
47
︱
３
８
８
０
）へ
。

５
）へ
。

　
ま
た
、
鳥
取
県
は
「
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ
Ｅ
ａ
ｔ
食
の
み
や
こ
鳥

取
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
中
。
鳥
取
県
内
の
飲
食
店

で
食
事
を
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
は

が
き
で
応
募
す
る
だ
け
で
、

毎
月
抽
選
で
豪
華
県
産
品
が

当
た
り
ま
す
。

　
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
応
募
　
▽@

syok
utottori

を
フ
ォ
ロ
ー
▽
２

カ
所
以
上
の
飲
食
店
で
料
理

の
写
真
を
撮
影
▽
料
理
の
紹

介
や
お
店
へ
の
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
「#W

elove

鳥
取Ea

t!

」「#

（
店
舗
の
名
前
１
）」

「#

（
店
舗
の
名
前
２
）」
を

付
け
て
、
写
真
を
２
枚
以
上

投
稿
す
る

は
が
き
で
応
募
　
▽
３
店
舗

で
食
事
▽
１
店
舗
１
０
０
０

円（
税
込
み
）以
上
の
レ
シ
ー

ト
を
３
枚
集
め
る
▽
市
販
の

は
が
き
に
貼
っ
て
応
募（
氏

名
、
住
所
、
連
絡
が
取
れ
る

電
話
番
号
を
明
記
）▽
宛
先

＝
〒
６
８
０
︱
８
５
７
０ 

鳥
取
市
東
町
１
丁
目
２
２
０ 

鳥
取
県 

販
路
拡
大
・
輸
出

促
進
課

　
詳
し
く
は
、
県
販
路
拡
大

・
輸
出
促
進
課（
☎
０
８
５

７
︱
26
︱
７
７
６
７
）に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
警
察
署
は
、
冬
季
の

交
通
事
故
防
止
の
対
策
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
は
、
日
没
時
間
が
早
い
こ

と
に
加
え
、
路
面
が
凍
結
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、早
期
点
灯
や
積
雪
・

凍
結
対
策
な
ど
に
注
意
が
必

要
で
す
。

し
て
い
ま
す
。
　

　
夢
み
な
と
ア
マ
ビ
エ
祭
の

あ
ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
で

す
。

日
時
　
１
月
30
日
㈯
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時（
予
定
）

場
所
　
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ

ナ
ル 

１
階
待
合
ホ
ー
ル（
境

港
市
竹
内
団
地
）

内
容
　
▽
コ
ロ
ナ
早
期
収
束

祈
願
祭
▽
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
▽

南
部
町
の
写
真
家
・
廣
池
昌

弘
さ
ん
の
写
真
展
▽
淀
江
傘

の
作
品
展
示
、
実
演
▽
地
域

の
特
産
品
販
売
▽
飲
食
コ
ー

ナ
ー
▽
カ
ニ
汁
の
ふ
る
ま
い

な
ど
地
域
の
食
を
提
供
▽
大

山
そ
ば
の
早
食
い
大
会
▽
白

ば
ら
牛
乳
の
早
飲
み
大
会
▽

美
保
湾
ミ
ニ
ク
ル
ー
ズ
体
験

（
荒
天
の
場
合
は
中
止
）
▽

ア
マ
ビ
エ
様
と
の
写
真
コ
ー

ナ
ー
な
ど

　
詳
し
く
は
、
同
祭
運
営
事

務
局（
㈱
Ｂ
Ｓ
Ｓ
企
画
内
・

☎
33
︱
０
６
６
１
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
併
せ
て
、
疫
病
を
封
じ
る

と
い
わ
れ
る「
ア
マ
ビ
エ
様
」

の
お
力
を
借
り
、
一
日
も
早

い
コ
ロ
ナ
収
束
を
願
う
祈
願

祭
も
実
施
し
ま
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
観
光
庁

の
実
証
事
業
の
採
択
を
受
け

て
行
う
も
の
。
米
子
市
で
は
、

12
月
に
地
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ

内
で
実
施
。
境
港
市
で
行
う

ア
マ
ビ
エ
祭
と
連
動
し
て
、

エ
リ
ア
全
体
の
魅
力
を
高
め
、

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
新
し
い

観
光
の
姿
を
模
索
し
よ
う
と

　（
一
社
）鳥
取
県
西
部
活
性

化
協
会（
足
立
統
一
郎
代
表

理
事
会
長
）は
、
１
月
30
日

に
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
竹
内
団
地
）で
、 

夢
み
な
と

ア
マ
ビ
エ
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
祭
は
、
米
子
市
在
住
の

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
さ
ん
や
石
田
光

輝
さ
ん
ら
の
ラ
イ
ブ
演
奏
の

ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
演

奏
機
会
を
失
っ
た
地
元
の
音

楽
家
が
勢
ぞ
ろ
い
。
同
時
に

カ
ニ
を
始
め
と
し
た
当
地
な

ら
で
は
の
食
を
一
堂
に
集
め

た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

前
照
灯
の
早
期
点
灯

ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用

　
早
め
に（
日
没
時
刻
の
お

お
む
ね
30
分
前
を
目
安
に
）

前
照
灯
を
点
灯
し
、
自
分
の

車
の
存
在
を
他
の
車
や
自
転

車
、
歩
行
者
に
知
ら
せ
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
ハ
イ
ビ
ー
ム

で
の
走
行
を
基
本
と
し
、
対

向
車
や
先
行
車
が
い
る
場
合

は
ロ
ー
ビ
ー
ム
に
切
り
替
え

て
く
だ
さ
い
。

凍
結
・
積
雪
へ
の
対
策

　
車
の
タ
イ
ヤ
は
、
冬
用
タ

イ
ヤ
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
の
人
は
、

至
急
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

併
せ
て
、
大
雪
に
備
え
ス
コ

ッ
プ
や
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
な

ど
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
凍
結
や
積
雪
し
た
道
路

で
は
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め

に
し
て
、
車
間
距
離
を
十
分

に
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
急
ブ
レ
ー
キ
・
急

ハ
ン
ド
ル
・
急
発
進
な
ど

「
急
」
の
付
く
運
転
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

　
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る

た
め
に
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間

に
外
出
す
る
と
き
は
、
反
射

材
を
身
に
着
け
る
と
と
も

に
、
明
る
い
色
の
服
装
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

（
☎
44
︱
０
１
１
０
）へ
。

冬
季
の
交
通
事
故
防
止
へ

早
期
点
灯
、凍
結・積
雪
対
策
を
境港警察署

12
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
活
動
へ

一
般
社
団
法
人 

境
港
青
年
会
議
所赤

石
周
平

第
57
代
理
事
長

新　年　の
ごあいさつ

（一社）境港青年会議所　新年スタート特集

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
か
ら
私
ど
も
境
港
青
年

会
議
所
に
格
別
の
ご
厚
情
を

賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「
真
剣
勝
負
」
～
明み

ら
い日
に
向

か
っ
て
全ぜ

ん
つ
っ
ぱ

突
張
～
と
し
て
、

１
年
間
精
一
杯
活
動
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
創
立

55
周
年
を
迎
え
、
私
た
ち
に

し
か
で
き
な
い
新
た
な
挑
戦

と
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し

た
公
開
討
論
会
や
私
た
ち
の

想お
も

い
を
伝
え
る
動
画
配
信
な

ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
例
年
と
は
違
っ
た
形
で
の

活
動
に
悩
み
の
尽
き
な
い
１

年
で
し
た
が
、
私
た
ち
の
活

動
に
対
し
て
ご
理
解
・
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
度
は
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
を「
愛
境
心
」～「
ひ

と
」
と
「
ま
ち
」
が
想
い
を

共
に
～
と
し
、
６
つ
の
基
本

方
針
を
立
て
ま
し
た
。

　
未
来
に
向
け
て
境
港
を
持

続
可
能
な
ま
ち
に
し
て
い
く

た
め
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時

代
に
合
っ
た
活
動
を
挑
戦
し

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本

年
も
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、

総務広報委員会SDGs推進委員会

善 

浪  

英 

治

三
光
㈱

委
員
長

赤 

松  

祐 

樹

は
つ
み
交
通
㈱

副
委
員
長

松 

本  

京 

樹

境
港
海
陸
運
送
㈱

副
委
員
長

津 

森  

祐 

樹

副
委
員
長

渡 

辺  

三 

矢

㈱
渡
辺
商
会

委
員
長

善 

浪  

英 

治

ゲ
タ
飛
ば
し
大
会

実
行
委
員
会 

実
行
委
員
長

永 

井  

洋 

平

み
な
と
祭
Ｌ
Ｏ
Ｍ

実
行
委
員
会 

実
行
委
員
長

木 

下  

雄 

一

鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

会
長

遠 

藤  

周 

一

鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

運
営
専
務

岡 

空  

　

 

聡

鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

事
務
局
長

平 

野  

陽 
平

鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

総
務
委
員
会
委
員
長

藤 

中  

誠 

也

オ
キ
イ
清
掃
㈲

委
員
長

濵 
田  
直 

樹

㈽
里
岩
商
店

副
理
事
長

丸 

山  

誉 

覚

㈲
丸
山
水
産

副
理
事
長

野
々
村

　

 

崇

野
々
村
電
機
工
業
㈱

直
前
理
事
長

赤 

石  

周 

平

㈲
赤
石
商
店

理 

事 

長

野
々
村

　

 

崇

中 

井  

隆 

雄

 

（
特
別
会
員
）

米
子
空
港
ビ
ル
㈱

監
　
事

岡 

空  

　

 

聡

千
代
む
す
び
酒
造
㈱

副
理
事
長

加 

藤  

大 

輔

㈱
大
加
技
建

専
務
理
事

永 

田  

美 

香

(

一
社)

境
港
青
年
会
議
所

事
務
局
員

石 

倉  

雄 

貴

周
利老 

松  

大 

樹

境
港
海
陸
運
送
㈱

委
　
員

遠 

藤  

周 

一

㈲
遠
藤
鉄
工
所

永 

井  

洋 

平

83
＆
ｂｒｏ
ｔ
ｈｅｒｓ

平 

野  

裕 

樹

平
野
建
設

松 

本  

里 

美

Ｈａ
ｔｕ
ｍ
ｉ

委
　
員

会員拡大委員会

２０２１年度
組  織  図

津 

森  

祐 

樹

(

一
社)

里
山
生
物
多
様
性

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
計
理
事

木 

下  

雄 

一

境
港
市
役
所

庄 

司  

慎 

平

㈾
第
弐
商
会

野
々
村

　

 

崇

委
　
員

加 

藤  

大 

輔

中 

井  

隆 

雄

平 

野  

陽 

平

第
八
孝
久
丸

平 

野  

裕 

樹

鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

財
政
局
長

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
素
晴

ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
し
て
、
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

愛 境 心
あい　　 きょう　　 しん

　
私
た
ち
は
、
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
問

題
や
個
人
で
は
解
決
で
き
な

い
こ
と
で
も
、
若
さ
あ
ふ
れ

る
パ
ワ
ー
と
情
熱
を
持
っ
た

仲
間
が
集
ま
れ
ば
、
解
決
で

き
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
境
港
青

年
会
議
所
の
会
員
に
な
っ
て
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た

活
動
を
企
画
・
運
営
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
メ
ン
バ
ー
一

●当たり前を正確におこなえる会
　議運営とそれに伴う組織改革の
　実践
●現状の情報発信の見直しと新た
　な工夫による効率的な広報の実
　施
●ＳＤＧｓの理解を深め、自らが
　率先して動ける人間になれる事
　業の実施
●ＪＣ独自のネットワークを活か
　した防災意識向上事業の実施
●過去最大の努力と工夫で成功さ
　せる会員拡大の実施
●繋がりと自己成長のさらなる強
　化

2021年度基本方針

つな

同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
資
格
は
▽
年
齢
が
満

20
歳
以
上
で
、
38
歳
未
満
の

人
▽
境
港
市
内
及
び
近
郊
に

在
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
人
▽
境
港
青
年
会
議
所
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け

る
人
―
で
す
。

　
詳
し
く
は
、当
青
年
会
議
所

事
務
局(

☎
44
―
２
７
０
０)

へ
。
ま
た
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(

「
境
港
青
年
会
議
所
」

で
検
索)

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

た
だ
い
ま
会
員
募
集
中

2020年度ありがとうございました！ 2021年度もよろしくお願いいたします。（境港JC一同）＝2020年1月例会



　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
累

計
の
入
り
込
み
客
数
は
、
昨

年
12
月
６
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正解と当選者

ガンバレ受験生！ 合格祈願！

今年も米子鬼太郎空港に、山口県にある防府天満宮の「合格祈願特大絵馬」が
設置されます！（設置期間：2021年１月9日～3月18日）

これはANAが米子鬼太郎空港から出発される受験生
の合格を祈願して設置するものです。
絵馬には願い口が備えられており、願い事を投函され
ますと実際に防府天満宮に奉納されます。
受験生のみなさまはもちろん、受験生のご家族もぜひ、
米子鬼太郎空港へ合格祈願にお越しください！
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・
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昨
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型
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し
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っ
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る
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を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

珈琲工房喜多川(米子市新開)の「ドラフトコ
ーヒー」は新感覚のアイスコーヒーですが、特
徴的点は次のどれでしょうか。（ヒントは6ペ
ージ）
① ビールのような味
② ビールのような香り
③ ビールのような泡立ち

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

賞品「米子しんまち天満屋(米子市西福原)内
　　　カフェ･ド･キタガワのドラフトコーヒー（２名分）」
　　　　　　　　5名様

1月12日㈫(当日消印有効)応募締切

スポンサー　　㈲喜多川(米子市新開)

14

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】

代 表 者 	向井章子(むかい・あきこ)

所 在 地	 境港市財ノ木町1-61

T E L	 090-7541-8165

営業時間	 9：00～17：00　※完全予約制

休	業	日	 日曜日

事業内容	 犬のトリミング 看板犬のルンルンくん

ナチュラルな雰囲気が可愛い外観

○創業のきっかけ？…幼いころから動物好きで、特に大好
きな犬と常に関わる仕事をしたいとトリマーの資格を取
得。ペットサロンやペットショップで経験を積み、
2020(令和2)年10月に当店をオープンしました。飼い主
の皆さんとわんちゃんに喜んでいただけるようトリミン
グだけでなくお客様とのコミュニケーションを大切に営
業しています。
○おすすめポイントは？…今のわんちゃんの食生活を見直
すと、栄養バランスが整ったフードが出ている中、それ
以外にも人間の食べ物を与えることで健康バランスが崩
れ、皮膚が弱くなっているケースが増えてきていると思
います。当店は、アトピーやアレルギー体質、マラセチ
ア(カビの一種)皮膚炎のわんちゃんに大変効果的な「オ
ゾンペットシャワー」を使用しています。細菌やウイル
スを洗い流すことで、皮膚の改善や病気の予防に効果が
あります。
○お客様は？…コロナ禍の中でのオープンとなりましたが、
お客様も徐々に増えてきました。オゾンペットシャワー
を継続したいと、リピートのお客様も増えてきました。
○今後の事業展開（展望）？…飼い主の皆さんと大切なご家
族であるわんちゃんとの出会いを大切に、これからも正
しい知識と心のこもったトリミングを心がけていきます。
老犬になったとしても、いつまでもオシャレなカットを
楽しませてあげたいです。気軽にご相談ください。
○一言PR！…お散歩が嫌いな当店の看板犬「ルンルンく
ん」ですが、ドッグカフェやドッグランなど、出かける
機会を増やしていこうと思っています。私たちを見つけ
た際には声を掛けていただけたら嬉しいです。ルンルン
くんと一緒に皆さんのご来店をお待ちしています。

（ファン）
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